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朝
来
市
は
、
兵
庫
県
の
中
央
部
に
位
置
し
、
京
阪
神

な
ど
の
都
市
部
や
日
本
海
側
ま
で
約
１
～
２
時
間
程

度
と
、
暮
ら
す
の
も
余
暇
を
楽
し
む
の
も
ち
ょ
う
ど
い
い

土
地
柄
で
す
。
市
で
は
、そ
ん
な
利
便
性
の
良
さ
と
自

然
の
豊
か
さ
の
バ
ラ
ン
ス
が
ち
ょ
う
ど
い
い
ま
ち
で
の
暮

ら
し
、「
あ
さ
ご
暮
ら
し
」を
応
援
し
て
い
ま
す
。

朝
来
市
な
ら
で
は
の
暮
ら
し「
あ
さ
ご
暮
ら
し
」を
応
援
し
ま
す

■
定
住
に
向
け
て
若
者
の
遠
距
離

通
勤
を
支
援
し
て
い
き
ま
す

朝
来
市
で
は
、豊
岡
市
や
姫
路
市
、福
知
山

市
、丹
波
市
な
ど
、概
ね
１
・
５
時
間
で
移
動

で
き
る
範
囲
を「
生
活
圏
域
」と
し
て
位
置
づ

け
、朝
来
市
を
生
活
拠
点
と
し
た
定
住
促
進

策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

代
ま
で
の
若
者
世
代
を
対
象
と
し
て
、

30
朝
来
市
内
に
住
み
な
が
ら
希
望
に
か
な
う
仕

事
が
で
き
る
機
会
を
増
や
す
た
め
、片
道

以
上
の
勤
務
地
に
通
勤
す
る
遠
距
離
通

30
km

勤
者
の
負
担
を
軽
減
し
、支
援
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
内
容
は
、今
後
お
知
ら
せ
し
て

い
き
ま
す
。

暮
ら
す
な
ら
や
っ
ぱ
り
朝
来
市

■
空
き
家
バ
ン
ク

売
り
た
い
空
き
家

貸
し
た
い
空
き
家
を
募
集
中
！

空
き
家
バ
ン
ク
に
よ
っ
て
、Ｕ
タ
ー
ン
や

都
市
部
か
ら
の
移
住
者
な
ど
が
増
え
、ま
ち

に
少
し
ず
つ
活
気
が
出
は
じ
め
て
い
ま
す
。

売
っ
て
も
い
い
空
き
家
、貸
し
て
も
い
い

空
き
家
、譲
り
た
い
空
き
家
な
ど
を
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、あ
さ
ご
暮
ら
し
応
援
課
、ま

た
は
、各
支
所
地
域
振
興
課
ま
で
お
気
軽
に

ご
連
絡
・
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
空
き
家
登
録

件（
賃
貸
、売
却
な
ど
）

30

こ
の
う
ち

件
が
成
約
し
、１
件
が
定
住

１０

に
向
け
て
定
住
希
望
者
と
交
渉
中
で
す
。

★
利
用
者
登
録
延
べ

人
60

市
内
外
の
定
住
希
望
者
、子
育
て
世
代
、共

働
き
夫
婦
な
ど
で
、朝
来
市
な
ら
で
は
の
田

舎
暮
ら
し
、朝
来
市
で
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
考
え
て
い
る
皆
さ
ん
な
ど
が
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。（
数
字
は
平
成

年
７
月
現
在
）

27

★
朝
来
市
空
き
家
バ
ン
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.asago-akiyabank.jp/

■
空
き
家
の
活
用
・
改
修
を

支
援
し
ま
す

集
落
に
あ
る
空
き
家
の
改
修
費
用
を
支
援

し
、Ｕ
タ
ー
ン
や
若
者
移
住
を
進
め
ま
す
。

改
修
費
用
は
１
／
２（
最
大

万
円
）。

60

市
内
へ
の
転
入
世
帯
や
婚
姻
に
よ
る
新
世

帯
を
対
象
に
、建
築
後

年
以
上
の
空
き
家

１０

で
、ト
イ
レ
や
キ
ッ
チ
ン
、バ
ス
ル
ー
ム
な
ど

内
部
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
お
考
え
の
皆
さ
ん
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

【写真】空き家バンク

登録の住宅の例

（詳しくはホームペー

ジでご確認ください）
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■
地
域
で
取
り
組
む
移
住
者
の

受
け
入
れ
活
動
を
支
援
し
ま
す

市
で
は
、公
共
的
団
体（
注
１
）が
移
住
希

望
者（
注
２
）の
移
住
促
進
を
目
的
と
し
た
事

業
を
実
施
す
る
場
合
、最
大

万
円（
年
額
）

30

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、移
住
希
望
者
と
地
域
住
民
等
と

の
絆
づ
く
り（
農
家
民
宿
体
験
、稲
刈
り
体
験

や
餅
つ
き
体
験
、わ
ら
じ
づ
く
り
体
験
な
ど
の

田
舎
暮
ら
し
体
験
）、移
住
希
望
者
の
就
農
支

援
や
就
労
支
援
、空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件
へ

の
移
住
希
望
者
の
移
住
に
向
け
た
住
ま
い
の
環

境
整
備（
不
要
な
家
財
道
具
の
搬
出
作
業
等
）

な
ど
で
す
。詳
し
く
は
、あ
さ
ご
暮
ら
し
応
援
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
注
１
）行
政
区
、地
域
自
治
協
議
会
、地
域
活
性

化
に
資
す
る
非
営
利
団
体

（
注
２
）朝
来
市
に
住
民
登
録
を
し
、生
活
の
本
拠

を
市
内
に
置
く
こ
と
を
希
望
す
る
者

■
親
世
代
・
子
世
代
家
族
等
の
同
居

（
多
世
代
同
居
）を
支
援
し
ま
す

市
は
、子
育
て
支
援
や
高
齢
者
の
独
居
減
少
、

家
族
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
る
女
性
の
就
業
支
援
な

ど
を
目
的
に
、世
代
間
で
支
え
あ
い
な
が
ら
生

活
す
る
多
世
代
家
族
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

新
た
に
同
居
や
隣
居（
注
１
）す
る
た
め
の

引
っ
越
し
費
用
や
同
居
す
る
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー

ム
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。詳
し
く

は
、あ
さ
ご
暮
ら
し
応
援
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

★
引
っ
越
し
費
用
の
一
部
助
成
…
最
大

万
円

１０

★
同
居
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
の

一
部
助
成
…
最
大

万
円

20

（
注
１
）同
一
敷
地
内
や
、隣
接
す
る
土
地
に
あ
る

建
物
に
居
住
し
て
い
る
形
態

■
移
住
起
業
者
を
支
援
し
ま
す

市
外
か
ら
転
入
し
て
、空
き
家
や
空
き
店
舗

等
を
利
用
し
て
新
た
に
起
業
し
よ
う
と
す
る
皆

さ
ん
を
支
援
す
る
た
め
、起
業
に
か
か
る
設
備

や
備
品
等
の
費
用
の
一
部
を
最
大
２
０
０
万

円
補
助（
１
／
２
補
助
）し
ま
す
。

対
象
業
種
や
対
象
経
費
に
は
一
部
制
限
が

あ
り
ま
す
。ま
た
事
前
に
事
業
計
画
等
の
審
査

を
行
い
ま
す
。詳
し
く
は
、あ
さ
ご
暮
ら
し
応
援

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問い合わせ先
あさご暮らし応援課 ☎（６７２）１４９２
teijyuu@city.asago.hyogo.jp

Facebookページ「あさご暮らし。」
https://www.facebook.com/asago.city.teijuu

お見合い・紹介活動（婚活おせっかい活動）を応援♪

市内の未婚者の結婚を促進するため、仲人活動を

した仲人に奨励金（１組につき５万円）を交付します。

【仲人の要件】

①市内に住所を有する個人等。

②「結婚紹介を業としている」または、「婚姻する男

女の三親等以内の親族」は対象となりません。

③あさご暮らし応援課への事前登録が必要です。

婚活イベントを応援♪

未婚男女の結婚促進を図るため、出会いの場を創

設することを目的として、事業を実施する市内の公共

的団体等に、事業参加人数に応じて助成金（事業対

象経費から参加費等の収入額を控除した額、上限４０

万円）を交付します。

【助成対象事業】

①未婚男女の出会いの場づくり事業

②未婚男女の交流促進事業

あなたの婚活を応援!!
お見合い・紹介活動・婚活イベントを支援します
■問い合わせ先 あさご暮らし応援課 ☎６７２ー１４９２

生野町奥銀谷に『思い出の記録博物館』
空き家バンクで見つけた古民家を改装

東京から移住した後藤良史さんが、移住先の自宅を
ご と う た か し

改装して「思い出の記録博物館」としてオープンしまし
ミ ュ ー ジ ア ム

た。（表紙に写真掲載）

後藤さんは、西宮市の出身、大学時代から美術を学

び、東京ではデザイン関係の職に携わっていました。田

舎での生活を考えはじめたのは昨年の夏ごろ。出身地

と同じ兵庫県内でもあり、美しい歴史ある街並みが残さ

れていることから生野のまちに興味を持ち、空き家バン

クで見つけた古民家に昨年末に移住しました。

この４月にオープンした博物館には、後藤さんが３０

年以上かけて集めたソフトビニールの怪獣をはじめ、ア

ニメのキャラクターグッズ、映画関係の資料、コミック誌

などがテーマ別に展示されています。

後藤さんは、「ご近所の皆さんをはじめ生野のまちの

皆さんには、あたたか

く受け入れていただ

いてます。」「街並み

や銀山などを散策し

ながら、立ち寄って楽

しんでいただける施

設にしていきたいで

す。」と話します。

【思い出の記録博物館】

◆場所 生野町奥銀谷１５２２－２

◆開館時間 午前９時～午後５時５０分

◆休館日 不定期

◆入館料 初回５００円２回目以降２００円

（小学生以下無料）

☎（６６６）８５８０ omoidenokiroku@sky.hi-ho.ne.jp
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朝
来
市
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
全
市
を
対
象
に
し
た
一
斉
避

難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
今
回
の
訓
練
は
、「
朝
来
市
直
下
を
震
源
と
す

る
地
震
が
発
生
し
た
」と
の
想
定
で
行
い
ま
す
。
地
域
ぐ
る
み
で
ご
参
加

い
た
だ
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が「
命
を
守
る
行
動
」に
つ
い
て
、

改
め
て
考
え
て
い
た
だ
け
る
機
会
と
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

第
２
回
朝
来
市
一
斉
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す

○
目
的

近
年
、全
国
各
地
で
地
震
や
大
雨
等
が
頻

発
し
、多
く
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。こ

れ
ら
の
災
害
に
備
え
、市
民
一
人
ひ
と
り
や

地
域
ぐ
る
み
の
助
け
合
い
の「
自
助
」「
共
助
」

に
よ
る
迅
速
な
避
難
が
行
え
る
よ
う
、一
斉

避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

○
想
定

朝
来
市
直
下
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
６
・
９
規
模
の
地
震
が
発
生
し
、震

度
６
強
の
強
い
揺
れ
を
観
測
し
た
。そ
の
後
、

強
い
余
震
が
発
生
し
、震
度
５
弱
を
観
測
。多

く
の
建
物
が
全
半
壊
し
、市
内
数
か
所
で
火

災
が
発
生
し
て
い
る
。ま
た
、山
地
斜
面
の
土

砂
崩
れ
や
道
路
の
崩
落
が
各
地
で
発
生
し
、

一
部
山
間
地
で
は
孤
立
集
落
も
発
生
し
て
い

る
。

市
は
、市
民
の
皆
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
地
区

周
辺
の「
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」と
、災
害
情

報
な
ど
を
掲
載
し
た「
防
災
ガ
イ
ド（
洪
水
・
土

砂
災
害
版
）」を
更
新
し
、７
月
上
旬
に
全
戸
へ

配
布
し
ま
し
た
。ご
自
宅
等
で
保
存
し
、災
害

時
へ
の
備
え
と
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

マ
ッ
プ
は
、市
内
を

区
画
に
分
割
し
、避

65

難
所
等
主
要
施
設
、土
砂
災
害
警
戒
区
域
、浸

水
区
域
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。普
段
か
ら
、ご

自
宅
等
の
周
辺
の
警
戒
区
域
や
、浸
水
区
域
、

避
難
所
の
位
置
等
を
十
分
に
把
握
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。災
害
が
発
生

す
る
恐
れ
が
あ
る
と
き
に
は
、避
難
所
へ
の
避

難
や
、安
全
な
場
所
へ
の
避
難
等
、身
を
守
る

行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、こ
の
マ
ッ
プ
と
ガ
イ
ド
は
朝
来
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
防
災
情
報
か
ら
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

http://w
w
w
.city.asago.hyogo.jp/

category/8-0-0-0-0.htm
l

９９９月月６６日日（日（日））訓練実施!訓練実施!!!
（訓練の予定（訓練の予定））
午前９時３１分頃 地震発午前９時３１分頃 地震発生生
午前９時４５分頃 避難勧告発午前９時４５分頃 避難勧告発表表
午前１０時２１分頃 余震発午前１０時２１分頃 余震発生生
午前１０時２５分頃 避難指示発午前１０時２５分頃 避難指示発表表

※訓練用のエリアメールが届きます※訓練用のエリアメールが届きます。。

（マナーモードにしていても着信音（マナーモードにしていても着信音がが鳴ります。対応機種など詳しくは携帯電話会社などにご確認ください。鳴ります。対応機種など詳しくは携帯電話会社などにご確認ください。））

※訓練開始のお知らせを、ケーブルテレビ音声告知放送、防災行政無線などで実施します※訓練開始のお知らせを、ケーブルテレビ音声告知放送、防災行政無線などで実施します。。

※地区ごとの避難訓練等の詳しい内容は、各地区の役員さんなどにおたずねください※地区ごとの避難訓練等の詳しい内容は、各地区の役員さんなどにおたずねください。。

昨年の訓練の様子

朝来市防災マップを配布しています
「ハザードマップ、防災ガイドを掲載」

■
問
い
合
わ
せ
先

防
災
安
全
課

☎（
６
７
２
）６
１
１
２
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地震発生！命を守る10のポイント
２．慌てて屋外に飛び出さない１．まず身の安全を確保
大きな揺れに驚いて、とっさ

に屋外に飛び出してしまうのは
大変危険。外に出る場合は、揺
れがおさまった後、瓦や看板な
ど頭上の落下物に十分注意し
て。阪神・淡路大震災では、わ
ずか１０秒で家屋が倒壊し、多
くの人が下敷きになって亡くな
りましたが、すぐに外に飛び出
すことは大変危険です。

丈夫なテーブルや机の下に
隠れ、落下物などから身を守る。
余裕のない時は、座布団やクッ
ションなどで頭を保護しよう。
手近に頭を守る物がない場合
は、素手で保護する。その場合
は、両手をしっかり組み、位置は
頭から少し離す。

４．扉や窓を開けて脱出口を確保３．すばやく火の始末
地震によって建物がゆがみ、

出入り口が開かなくなる場合
がある。いち早く扉や窓を開け、
建物に閉じ込められないように
注意しよう。

地震が発生した際の火の始
末は、火災を防ぐ重要なポイン
ト。でも、タイミングを間違える
とかえって思わぬケガをするこ
ともあるので、揺れの大きさを
判断し、落ち着いて火の始末を
しよう。

６．室内のガラスの破片に注意５．家具から離れる
地震の後、最も多いケガはガ

ラスの破片などによる切り傷。
はだしで歩き回らずスリッパな
どをはいて行動するようにしよ
う。あらかじめ各部屋にスリッパ
を用意しておくことも大切。

特に、観音開き食器棚など
は、中の物が一気に飛び出す
ので大変危険。また、本棚や食
器棚などの下敷きになってしま
うと、大ケガをするばかりか身
動きがとれなくなり避難できな
くなることも…。揺れを感じた
らすぐに家具から離れ、テーブ
ルなどに身を隠そう。

８．協力しあって応急救護７．火がでたらすぐ消火
ケガ人が出た場合は、すぐに
助けを呼び、隣近所で協力し
あって応急救護を行おう。

最も恐ろしい二次災害であ
る火災を防ぐのは、個々の初期
消火が重要なポイント。火災が
起きたら「火事だ！」と大声で近
隣に知らせ、隣近所と協力して
消火にあたろう。

１０．正しい情報を聞こう９．隣り近所と声をかけあって
混乱の中では口コミでさまざ

まな誤った情報が流されること
も…。ケーブルテレビの音声告
知放送や防災無線放送、テレ
ビ、ラジオの正しい情報を聞き、
デマでパニックに陥ることのな
いように注意しよう。

普段から隣近所との協力体
制を作っておこう。特に、近所に
お年寄りや小さな子どもがいる
場合には、地域ぐるみで声をか
けあって保護しよう。
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スマート国勢調査！
平成27年国勢調査を実施します
■問い合わせ先 総合政策課 ☎６７２ー６１１０

国勢調査の重要性や

趣旨をご理解いただき

円滑な調査にご協力をお願いします

●国勢調査は、平成２７年１０月１日現在、日本に住んでいる

すべての人・世帯が対象です。

●平成２７年国勢調査は、少子高齢化社会における日本の

未来を描く上で欠くことのできないデータを得るため

に実施します。調査結果は、さまざまな法令にその利用

が定められているほか、社会福祉、雇用政策、生活環境

の整備、防災対策など、私たちの暮らしのために役立て

られます。

●今回の調査では、先にインターネットでの回答を受け付け、

その後、インターネットでの回答がなかった世帯に紙の調

査票を配布して調査を行います。紙の調査票は、調査員へ

の直接提出のほか、郵送での提出も可能です。

●９月１０日（木）から、調査員がインターネット回答のための

書類を各世帯に配布しますので、インターネットでの回答

をお願いします。※紙の調査票での回答を希望する場合

は、紙の調査票の配布まで回答をお待ちください。

●９月２６日（土）から、調査員がインターネットでの回答が

なかった世帯に紙の調査票を配布します。

総務省・兵庫県・朝来市

詳しくは「国勢調査２０１５キャンペーンサイト」をご覧ください

http://kokusei2015.stat.go.jp/国勢調査２０１５ 検索

▲■

《納付書で納付いただいている皆さんへ》

当初７月に納税通知書とともに全期分、第１～９期分の合

計１０枚の納付書を一括して送付しています。

期別ごとには送付いたしませんので紛失しませんようご注

意ください。

コンビニエンスストアでの納付が可能です。詳しくは納付

書裏面をご覧ください。

３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月
納期

９期８期７期６期５期４期３期２期１期

介護納付金分後期高齢者支援金分医療給付費分区 分

２.３％２.４％５.４％
前年総所得金額から基礎
控除（３３万円）を控除した
額に税率を乗じた額

所得
割額

１０.８％８.９％２０.２％
当年中の固定資産（土地・家
屋）税額に税率を乗じた額

資産
割額

１０,３００円８,８００円２０,２００円
被保険者1人当たりに賦
課される１年間の金額

均等
割額

６,８００円８,２００円１８,５００円
１世帯当たりに賦課され
る１年間の金額

平等
割額

１６０,０００円１７０,０００円５２０,０００円１年間の国保税額の上限
賦課
限度額

平成２６年度の情報公開条例と個人情報保護条例の運用状

況をお知らせします。

※その他の実施機関（選挙管理委員会、監査委員、農業委員会、固定

資産評価審査委員会、議会）に対しての請求はありませんでした。

平成26年度
情報公開条例・個人情報保護条例の運用状況
■問い合わせ先 総務課 ☎６７２ー６１１５

〇情報公開条例分

不服申立て
決定などの内容請求件数

（申出件数）
実施機関

取下げ不開示部分開示開 示

００１４１５３３２市 長

０００２０２教育委員会

００１４１７３３４計

〇個人情報保護条例分

不服申立て
決定などの内容請求件数

（申出件数）
実施機関

取下げ不開示部分開示開 示

０００１１２市 長

０００１１２計

税率が決まりました
平成27年度 国民健康保険税
■問い合わせ先 税務課（市民税係）☎６７２ー６１１９

但馬県民局からのお知らせ
豊岡総合庁舎の仮設庁舎への移転について
■問い合わせ先 県但馬県民局総務企画室 ☎０７９６－２６－３６１３・３６０３

豊岡総合庁舎の耐震工事に伴い事務所を一時移転しま

す。ご不便をおかけしますが、ご理解ご協力をよろしくお願

いします。

※移転に伴う電話番号の変更はありません。

※仮設庁舎への一時移転期間は約１年間の予定です。

※豊岡健康福祉事務所（監査・福祉課を除く）は現在の場所

（県豊岡総合庁舎）で業務を行ないます。

※移転先の地図等は但馬県民局のホームページに掲載し

ています。

業務開始予定日移転先事務所名

８月２４日（月）
仮設北庁舎
豊岡市幸町５－６
（現総合庁舎北150ｍ）

豊岡農林水産振興事務所
豊岡農業改良普及センター
豊岡土地改良センター
豊岡健康福祉事務所（監査・福祉課のみ）

８月２４日（月）

但馬教育事務所
仮設上陰庁舎

か み か げ

豊岡市上陰１７８－１

但馬教育事務所

９月７日（月）
仮設中陰卸団地庁舎

な か か げ お ろ し だ ん ち

豊岡市中陰３７６－１４
（豊岡卸団地内）

おろし

豊岡県税事務所
地域政策室
（協働推進課・環境課・地域づくり課・ジオパーク課）
但馬消費生活センター

９月１４日（月）
仮設本庁舎
豊岡市幸町７－１１
（庁舎敷地内に仮設）

県民局長・副局長
総務企画室・豊岡土木事務所
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市市市政政フラッシフラッシュュ

ウ
ノ
ト
リ
放
鳥
式
を
開
催

三
保
の
拠
点
施
設
で
３
年
連
続

コココ市
は
、６
月

日
、山
東
町
三
保
の

２５

コ
ウ
ノ
ト
リ
放
鳥
拠
点
施
設
で「
コ
ウ
ノ

ト
リ
放
鳥
式
」を
開
催
し
ま
し
た
。

関
係
者
な
ど
約

人
が
参
加
し
た

５０

式
で
は
、一
昨
年
に
こ
の
施
設
か
ら
飛

び
立
っ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
う
ち
１
羽
が
徳

島
県
で
営
巣
し
た
こ
と
か
ら
徳
島
県
知

事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、

代
表
者
に
よ
っ
て
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
飼
育
さ

れ
て
い
る
ゲ
ー
ジ
の
天
井
が
開
放
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
、放
鳥
し
た
ヒ
ナ
は
、こ
れ
ま
で

の
他
の
ペ
ア
の
卵
を
託
し
た
も
の
で
は
な

く
、初
め
て
三
保
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
ペ

ア
が
産
ん
だ
卵
か
ら
育
っ
た
も
の
。６
月

日
の
夕
方
に
は
、県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

２９郷
公
園
の
職
員
に
よ
っ
て
、飛
び
立
ち
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

飛び立ちが確認されたコウノトリ（写真左上・７月２１日撮影）

会
を
明
る
く
す
る
運
動
推
進
大
会
を
開
催

社社社市
は
、７
月

日
、「
社
会
を
明
る
く

１５

す
る
運
動

推
進
大
会
」を
和
田
山
ジ
ュ

ピ
タ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」と
は
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
の
実
現

を
目
ざ
す
も
の
。こ
の
大
会
は
、毎
年
７

月
が
同
運
動
の
強
調
月
間
で
あ
る
こ
と

か
ら
開
い
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、関
係
者
ら
約

人
が
出
席
。

５０

は
じ
め
に
、多
次

た

じ

勝
昭
市
長
が「
安
全
で

か

つ

あ

き

安
心
な
地
域
づ
く
り
は
地
方
創
生
の

礎
」と
の
安
倍

あ

べ

晋
三
内
閣
総
理
大
臣

し

ん

ぞ

う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
披
露
。ま
た
、「
人
は
み
な
、

生
か
さ
れ
て
生
き
て
ゆ
く
。」と
の
演
題

で
、神
戸
保
護
観
察
所

鈴
木

す

ず

き

美
香
子

み

か

こ

所
長
が
講
演
し
、更
生
保
護
に
携
わ
っ

て
き
た
経
験
か
ら
、そ
の
重
要
性
に
つ
い

て
参
加
し
た
皆
さ
ん
へ
呼
び
か
け
ま
し
た
。

犯罪・非行のない社会を目ざして

校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成

学学学市
が
枚
田
区
で
整
備
を
進
め
て
い
た
、

「
朝
来
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」が
完

成
し
、７
月

日
、竣
工
式
を
行
い
ま

し
ゅ
ん
こ
う

２３

し
た
。

式
に
は
、関
係
者
な
ど
約

人
が
出

４０

席
。は
じ
め
に
、生
野
・
中
川
・
枚
田
・
大

蔵
・
梁
瀬
の
各
小
学
校
の
６
年
生
５
人

が
、来
賓
の
皆
さ
ん
な
ど
と
と
も
に
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

ま
た
、多
次
勝
昭
市
長
が「
関
係
す
る

た

じ

か

つ

あ

き

皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
に
感
謝
し

ま
す
。安
心
・
安
全
で
お
い
し
い
給
食
が

提
供
で
き
る
よ
う
、努
力
し
て
い
き
ま

す
。」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

同
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、和
田
山
・
朝

来
の
両
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
老
朽
化

し
た
こ
と
な
ど
に
伴
い
、平
成

年
度
に

２３

「
学
校
給
食
施
設
の
あ
り
方
検
討
委
員

会
」を
設
置
し
、検
討
を
進
め
て
き
た
結

果
を
受
け
新
設
し
た
も
の
。昨
年
９
月

か
ら
建
設
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

施
設
は
、総
事
業
費
約

億
円
、鉄

１２

骨
２
階
建
て
で
延
べ
床
面
積
は
２
千
３

５
２
・
７
平
方
㍍
、９
月
か
ら
市
内
の

全
小
・
中
学
校
、幼
稚
園
等
の
給
食
、

約
３
千
食
を
調
理
し
ま
す
。調
理
機
器

は
オ
ー
ル
電
化
と
し
、電
力
を
補
う
た

め
の
太
陽
光
発
電
施
設
を
屋
上
に
設

置
し
て
い
ま
す
。ま
た
、衛
生
管
理
に
配

慮
し
、常
に
床
が
乾
燥
し
た
状
態
で
調

理
や
洗
浄
作
業
な
ど
が
行
え
る「
ド
ラ

イ
方
式
」を
採
用
。食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に

対
応
し
た
給
食
調
理
を
行
う
ア
レ
ル

ギ
ー
室
、子
ど
も
た
ち
が
調
理
の
様
子

な
ど
を
見
学
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
や
研
修

室
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

テープカットで完成を祝いました

市内の子どもたちの給食約３千食分を調理します
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小
山
弥
兵
衛（
こ
や
ま
や
へ
え
）

が
壱
岐（
い
き
）へ
配
流（
は
い
る
）さ

れ
た
の
は
、生
野
銀
山
元
文
一
揆
の

翌
年
、元
文
４
年（
１
７
３
９
）
７

月
の
こ
と
。当
時

歳
だ
っ
た
弥
兵

３５

衛
は
、【
地
域
住
民
の
思
い
と
罪
】を

と
も
に
背
負
っ
た
８
人
の
男
た
ち
と

玄
界
灘
を
渡
り
ま
し
た
。実
は
、そ

の
な
か
に
は
小
山
弥
兵
衛
以
外
に

２
人
の「
弥
兵
衛
」が
い
ま
し
た
。
磯

部
庄
野
間
村
の
百
姓「
岩
村（
い
わ

む
ら
）弥
兵
衛（

歳
）」、そ
し
て
加

６３

都
庄
市
場
村
の
庄
屋「
枚
田
（
ひ
ら

た
）弥
兵
衛（

歳
）」で
す
。野
間

４８

村
の「
弥
兵
衛
」に
遠
島
後
の
記
録

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、市
場
村
の
弥
兵

衛
に
つ
い
て
は
、わ
ず
か
ば
か
り
の

記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。今
回
は
、

こ
の
市
場
村
の「
弥
兵
衛
」に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

訴
訟
（
一
揆
）勃
発
前
、
枚
田
元

重
（
通
称
「
弥
兵
衛
」）は
、検
見
取

（
け
み
と
り
）と
い
っ
て
、そ
の
年
の
年

貢
量
の
決
め
手
と
な
る
デ
ー
タ
を

代
官
所
に
提
出
す
る
役
に
あ
り
ま

し
た
。そ
れ
ゆ
え
、
市
場
村
は
訴
訟

に
関
わ
ら
な
い
と
宣
言
し
た
の
で
す

が
、彼
自
身
の
心
の
な
か
に
も
、過

酷
な
年
貢
取
り
立
て
に
対
す
る
苦

し
み
・
怒
り
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

う
っ
か
り
生
野
代
官
所
へ
の
訴
訟
参

加
の
要
請
状
を
久
留
引
村
へ
届
け

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。こ
れ
が「
弥
兵

衛
」の
罪
状
で
し
た
。

配
流
後
の
８
人
は
、と
も
に
過
ご

す
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、そ
れ
ぞ
れ
が

違
う
身
元
引
受
先
へ
と
預
け
ら
れ

ま
し
た
。「
弥
兵
衛
」の
引
受
先
は
石

田
郡
物
部
村（
壱
岐
市
郷
ノ
浦
町

物
部
）の
金
谷
寺（
き
ん
こ
く
じ
）で

し
た
。

彼
も
ま
た
、小
山
弥
兵
衛
と
同

様
に
、役
務
の
か
た
わ
ら
、
島
の
子

ど
も
た
ち
に
読
み
書
き
を
教
え
な

が
ら
過
ご
し
た
よ
う
で
す
。地
元
の

人
々
か
ら
も
大
切
に
思
っ
て
い
た
だ

い
た
よ
う
で
す
が
、故
郷
に
残
し
て

き
た
妻
子
や
仲
間
を
思
わ
ず
に
は

い
ら
れ
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。彼
が
金

市市市政政フラッシフラッシュュ

第93回

壱壱岐と３人の弥兵衛た壱岐と３人の弥兵衛たちち

な
た
に
と
っ
て
天
空
の
城「
竹
田
城
跡
」の
魅
力
と
は

あああ竹
田
城
跡
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
養

成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、市
は
、昨
年

度
か
ら「
竹
田
城
跡
ヘ
リ
テ
ー
ジ
講

座
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
も

月
ま
で
に
全
３
回
の

１１

講
座
を
開
催
す
る
予
定
で
、初
回
と

な
る
７
月

日
は
、「
あ
な
た
と
た
ど

１４

る
、竹
田
の
あ
ゆ
み－

竹
田
城
跡
・
街

並
み
・
そ
し
て－

」を
テ
ー
マ
に
、竹
田

城
課
で
竹
田
城
跡
の
保
存
管
理
を
担

当
し
て
い
る
柏
原
正
民
課
長
が
講
演
。

か
し
は
ら
ま
さ
ひ
と

参
加
し
た
約
１
０
０
人
の
皆
さ
ん
を

前
に
、「
城
跡
を
中
心
に
竹
田
に
残
さ

れ
た
本
物
の
歴
史
が
持
つ
重
厚
さ
に
、

訪
れ
る
人
た
ち
は
魅
力
を
感
じ
て
い

る
。」と
説
明
し
、地
域
の
魅
力
に
誇
り

を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

地域の歴史を知る重要性について説明がありました

守
台
付
近
の
現
状
を
確
認

竹
田
城
跡
で
現
地
調
査
を
実
施

天天天市
は
、７
月

日
、昨
年
７
月
に
防

２１

水
シ
ー
ト
を
設
置
し
た
竹
田
城
跡
天

守
台
の
現
地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

天
守
台
で
は
、近
年
、土
が
流
れ
出

る
な
ど
の
状
況
の
悪
化
が
見
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、昨
年
７
月
か
ら
保
護
対
策
と

し
て
防
水
シ
ー
ト
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、市
の
文
化
財
専
門
職
員
ら

が
シ
ー
ト
を
外
し
現
状
を
確
認
。調
査

を
行
っ
た
石
垣
の
専
門
家
で
あ
る
石
川

県
金
沢
城
調
査
研
究
所
名
誉
所
長
の

北
垣

き

た

が

き

聰
一
郎
さ
ん
は
、「
石
垣
自
体
の

そ
う
い
ち
ろ
う

経
年
に
よ
る
劣
化
が
進
ん
で
お
り
、抜

本
的
な
保
護
対
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
る
。」と
の
見
解
を
示
し
ま
し
た
。

市
で
は
、今
回
の
調
査
結
果
を
も
と

に
、各
分
野
で
の
対
応
策
を
検
討
し
、保

護
対
策
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。天守台を調査する職員ら（左から１人目・北垣聰一郎さん）
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谷
寺
か
ら
妻
へ
送
っ
た
書
状
に
は
、

物
資
の
要
請
だ
け
で
な
く
、望
郷
の

思
い
や
、直
接
の
関
わ
り
が
な
い
の

に
遠
島
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
へ
の
悔

し
さ
が
に
じ
み
出
て
い
ま
す
。

実
際
、彼
は
親
族
と
と
も
に
、
故

郷
へ
の
帰
還
を
幾
度
と
な
く
請
願
し

た
よ
う
で
す
。し
か
し
、そ
の
願
い
は

叶
わ
ず
、配
流
か
ら

年
後
の
宝

１３

暦
２
年（
１
７
５
２
）

月

日
、

１０

１６

無
念
を
晴
ら
せ
ぬ
ま
ま
こ
の
世
を
去

り
ま
し
た
。享
年

（
満
年
齢
は

６２

６１

歳
）。墓
石
を
も
て
な
か
っ
た
彼
は
、

今
も
金
谷
寺
の
境
内
に
眠
っ
て
い
ま

す
。そ
ん
な
彼
を
し
の
ぶ
石
碑
が
、

加
都
車
塚
古
墳（
和
田
山
町
加
都
）

に
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。当
時
の
町

長
・
石
原
廉
吉
氏
に
よ
る
碑
文
の
末

尾
に
は
、枚
田「
弥
兵
衛
」に
つ
い
て
、

こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

民
瘼
之
憂

志
在
救
済

身
死
孤
島

名
傳
千
載

（
民
瘼
す
れ
ば
之
を
憂
い

救
済
の
志

在
り

身
は
孤
島
に
死
す
る
も

名

は
千
載（
千
歳
）に
傳
う
）

―
人
の
苦
し
み
を
み
れ
ば

じ
っ
と

し
て
お
れ
ず

壱
岐
ノ
島
で
死
ん

だ
が

そ
の
功
績
は
永
久
に
消
え

な
い
―（
意
訳
…
川
濱
一
廣
氏
）

こ
の
詩
は
、枚
田「
弥
兵
衛
」
だ
け

で
な
く
、
生
野
銀
山
元
文
一
揆
に

関
わ
っ
た
朝
来
郡
の
民
衆
す
べ
て
に

対
し
て
う
た
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。

私
た
ち
は
、小
山
弥
兵
衛
と
全

鏡
（
ぜ
ん
き
ょ
う〝
心
諒
尼
・
し
ん

り
ょ
う
〟）の
結
ん
だ
縁
に
よ
っ
て
壱

岐
市
と
の
友
好
関
係
を
築
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。し
か
し
、両
市
民
の

絆
を
思
う
と
き
、そ
の
背
景
に
は
、

民
衆
を
救
う
た
め
に
生
命
や
魂

（
大
切
な
も
の
）を
失
っ
た
先
祖
が
い

た
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
で
し
ょ
う
。

（
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
）

季
利
用
の
意
見
を
集
約

竹
田
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
会
議

冬冬冬市
は
、７
月

日
、５
回
目
と
な
る

２３

「〝
天
空
の
城
が
あ
る
ま
ち
〟竹
田
地
域

ビ
ジ
ョ
ン
会
議
」を
竹
田
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
き
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
、ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

連
携
協
定
を
結
ん
だ
神
戸
新
聞
社
の

協
力
で
行
っ
て
き
た
も
の
。４
月

日
か

２７

ら
５
回
に
わ
た
っ
て
竹
田
城
跡
の
冬
季

利
用
を
テ
ー
マ
に
話
し
合
い
が
進
め
ら

れ
、現
在
の
冬
季
閉
鎖
期
間
を
１
月
４

日
か
ら
２
月

日
ま
で
に
短
縮
し
、

２８

１２

月

日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
を
山
城
の

１１
郷
か
ら
徒
歩
で
の
み
入
城
で
き
る「
条
件

付
き
開
山
」と
す
る
こ
と
等
で
意
見
が
と

り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
結
果
を
受
け
、市
で
は
今
冬

の
入
山
に
つ
い
て
検
討
し
決
定
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

観光・交通事業者など約３０人で話し合いが進められました

木
村
酒
造
場
が
国
の
文
化
財
へ

旧旧旧国
の
文
化
審
議
会
は
、７
月

日
に

１７

開
催
し
た
同
審
議
会
文
化
財
部
会
で
、

新
た
に
１
９
５
件
の
建
造
物
を
登
録

す
る
よ
う
に
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
を

行
い
、朝
来
市
か
ら
、「
旧
木
村
酒
造

場
」が
選
ば
れ
ま
し
た
。

旧
木
村
酒
造
場
は
、竹
田
上
町
に
あ

り
江
戸
時
代
初
期
か
ら
昭
和

年
ま

５４

で
酒
造
業
が
営
ま
れ
て
い
ま
し
た
。現
存

す
る
建
物
は
、明
治

～

年（
１
９

３５

３６

０
２
～
０
３
）
ご
ろ
に
建
て
ら
れ
た
と

伝
わ
り
、古
い
時
代
の
造
り
酒
屋
の
風

情
を
残
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、建
物
の
特
長
を
生
か
し
な

が
ら
宿
泊
施
設
・
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
な
る

「
旧
木
村
酒
造
場
Ｅ
Ｎ（
え
ん
）」、観

光
案
内
所「
情
報
館

天
空
の
城
」と
し

て
活
用
さ
れ
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。旧木村酒造場

加
都
車
塚
古
墳
に
あ
る
、枚
田

弥
兵
衛
の「
い
し
ぶ
み（
石
碑
）」

（
写
真
左
・
全
景
、右
・
部
分
）
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市
は
、７
月

日
、和
田
山
ジ
ュ
ピ

１８

タ
ー
ホ
ー
ル
で「
朝
来
市
音
楽
祭
２
０

１
５
」を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、市
制
施
行

周
年
を
記
念

１０

し
、市
民
の
皆
さ
ん
が
優
れ
た
音
楽
に

触
れ
る
機
会
に
な
れ
ば
と
開
い
た
も
の
。

当
日
は
、全
国
屈
指
の
実
力
を
誇
る

龍
谷
大
学
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
を
招

り
ゅ
う
こ
く

き
、吹
奏
楽
の
名
曲
や
歌
謡
曲
な
ど
１０

曲
あ
ま
り
が
、会
場
に
訪
れ
た
約
６
０

０
人
の
皆
さ
ん
を
前
に
、迫
力
あ
る
演

奏
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、和
田
山
高
校
、生
野
・
朝
来

中
学
校
の
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
と
の
合

同
演
奏
も
あ
り
ま
し
た
。

龍龍
谷
大
学
吹
奏
楽
部
を
招
き
朝
来
市
音
楽

龍
谷
大
学
吹
奏
楽
部
を
招
き
朝
来
市
音
楽
祭祭

タイミングをあわせて一気に駆け抜ける（小学生１０人１１脚）

市
と
市
教
育
委
員
会
は
、７
月
２０

日
、和
田
山
体
育
セ
ン
タ
ー
で
、「
２
０

１
５
あ
さ
ご
市
ス
ポ
レ
ク
大
会
」を
開

催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
市
民
の
健
康
づ
く
り
と
体

力
向
上
を
図
り
、ふ
れ
あ
い
と
交
流
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、朝
来
市
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
と
と
も
に
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

当
日
は
、市
内
の
小
学
生
な
ど
約

２
０
０
人
が
参
加
し
、ス
リ
ッ
パ
と
ば

し
、な
わ
と
び

秒
間
チ
ャ
レ
ン
ジ
、

３０

２０

ｍ
ダ
ッ
シ
ュ
な
ど
９
つ
の
種
目
で
成
績

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

ら
ラ
ジ
オ
体
操
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
な
が
ら
取
り
組
み
ま
した

。

朝
来
市
生
涯
学
習
推
進
員
連
絡
協

議
会
と
市
教
育
委
員
会
は
、７
月
１８

日
・

日
、「
ラ
ジ
オ
体
操
講
習
会
・
巡

１９

回
み
ん
な
の
ラ
ジ
オ
体
操
会
」を
開
催

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、正
し
い
ラ
ジ
オ
体
操
を
身

に
付
け
、ラ
ジ
オ
体
操
を
通
じ
た
地

域
づ
く
り
を
目
ざ
そ
う
と
、毎
年
こ
の

時
期
に
開
い
て
い
る
も
の
で
、
今
回
も

講
師
に
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
体
操
指
導

者
の
岡
本
美
佳
さ
ん
を
招
い
て
行
い

お

か

も

と

み

か

ま
し
た
。

日
の
朝
に
は
市
内
３
会
場
で「
巡

１９
回
み
ん
な
の
ラ
ジ
オ
体
操
会
」を
行
い
、

延
べ
３
７
０
人
が
参
加
、岡
本
さ
ん
か

みみ
ん
な
そ
ろ
っ
て
ラ
ジ
オ
体

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
ラ
ジ
オ
体
操操

巡回みんなのラジオ体操会の様子（山東庁舎駐車場）

７
月

日
、生
野
小
学
校
体
育
館

１９

で「
佐
々
木
修
氏

少
年
野
球
教
室
」が

さ

さ

き

お
さ
む

開
か
れ
ま
し
た
。
佐
々
木
修
さ
ん
は
、

近
鉄
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
の
投
手
と
し
て
活

躍
し
、現
在
は
ス
ポ
ー
ツ
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
、Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
の
理
事
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、市
内
の
少
年
野
球
チ
ー
ム

に
所
属
す
る
小
学
生
や
指
導
者
、
保

護
者
の
皆
さ
ん
な
ど
約

人
が
参
加
。

７０

佐
々
木
さ
ん
か
ら
、実
技
を
交
え
な
が

ら
、バ
ッ
ト
の
ス
イ
ン
グ
や
ピ
ッ
チ
ャ
ー

の
投
球
な
ど
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
ま

し
た
。

ま
た
、
野
球
教
室
に
続
き
、生
野
マ

イ
ン
ホ
ー
ル
で
講
演
会
も
あ
り
ま
し
た
。

元元
プ
ロ
野
球
選
手
が
子
ど
も
た
ち
に
野
球
を
指

元
プ
ロ
野
球
選
手
が
子
ど
も
た
ち
に
野
球
を
指
導導

熱意あふれる指導を受けました

音楽にのせて楽しいステージが繰り広げられました

広報朝来来来 10

楽楽
し
み
な
が
ら
記
録
を
目
ざ
し
て
ス
ポ
レ
ク
大

楽
し
み
な
が
ら
記
録
を
目
ざ
し
て
ス
ポ
レ
ク
大
会会



違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

７
月

日
、「
寺
内
ざ
ん
ざ
か
踊
り
」

１９

が
、寺
内
の
山
王
神
社
と
光
福
寺
で
奉

さ

ん

の

う

こ

う

ふ

く

納
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
踊
り
は
、江
戸
時
代
の
初
期
か

ら
約
４
０
０
年
近
く
に
わ
た
る
歴
史

を
持
ち
、県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

五
穀
豊
穣
や
子
孫
繁
栄
を
願
っ
て
、

山
王
権
現
の
遣
い
で
あ
る
サ
ル
に
ふ
ん

し
た

人
の
踊
り
手
が
円
陣
を
組
み
、

１２

中
心
で
は
中
踊
り
と
呼
ば
れ
る
２
人
が
、

高
さ
約
４
㍍
あ
る
竹
製
の「
し
な
い
」を

背
負
い
、か
ら
ま
せ
た
り
地
面
に
打
ち

付
け
な
が
ら
踊
り
を
奉
納
し
ま
す
。

〝
ザ
ン
ザ
カ
ザ
ッ
ト
ウ
〟と
い
う
太
鼓

古古
式
ゆ
か
し
く
「
寺
内
ざ
ん
ざ
か
踊
り

古
式
ゆ
か
し
く
「
寺
内
ざ
ん
ざ
か
踊
り
」」

ば
や
し
か
ら「
雨
ご
い
の
神
事
」と
も
言

わ
れ
て
お
り
、毎
年
夏
本
番
を
迎
え
る

こ
の
時
期
に
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

光福寺での奉納

自
然
再
生
学
会
は
、環
境
の
保
全
と

再
生
に
つ
い
て
考
え
る
全
国
組
織
で
、

毎
年
各
地
で
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

朝
来
市
が
会
場
と
な
っ
た
今
回
は
約
３０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、市
教
育
委
員
会

田
畑

た

ば

た

基
次
長
か
ら
、朝
来
市
に
お
け
る
自
然

も
と
い環

境
の
現
状
や
課
題
な
ど
が
報
告
さ

れ
、基
調
講
演
で
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日

本
ハ
ン
ザ
キ
研
究
所

栃
本
武
良
所
長

と

ち

も

と
た

け

よ

し

が
、オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
息
に
配

慮
し
た
河
川
工
事
の
取
り
組
み
な
ど
を

紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、市
内
で
自
然
保
護
活
動
に
取

り
組
む
３
人
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
と
す

る
研
究
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

７
月
５
日
、生
野
ま
ち
づ
く
り
工
房

井
筒
屋
と
口
銀
谷
地
域
を
中
心
に
、

「
銀
谷
の
七
夕
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

か

な

や

た

な

ば

た

生
野
で
は
、七
夕
飾
り
と
し
て
２
本

の
笹
飾
り
の
間
に
、竹
の
棒
や〝
芋
が

ら
〟と
呼
ば
れ
る
麻
の
茎
を
渡
し
、色
紙

な
ど
を
使
っ
て
作
っ
た
着
物
を
模
し
た

〝
紙
衣
〟を
つ
る
し
飾
り
付
け
ま
す
。

か
み
ご
ろ
も

一
時
は
す
た
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た

が
、平
成

年
ご
ろ
に
復
活
し
、今
で
は

１０

毎
年
数
十
軒
の
民
家
や
施
設
な
ど
で

飾
ら
れ
、街
並
み
を
散
策
し
な
が
ら
楽

し
む
人
の
姿
も
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

風風
情
あ
る
七
夕
飾
り
「
銀
谷
の
七
夕

風
情
あ
る
七
夕
飾
り
「
銀
谷
の
七
夕
」」

飾り付けられた紙衣（生野まちづくり工房井筒屋）

７
月
４
日
、「
第
６
回
自
然
再
生
学

会
全
国
大
会
」が
、生
野
マ
イ
ン
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
ま
し
た
。

７
月

日
、竹
田
の
朝
来
橋
下
流
の

２３

円
山
川
で「
竹
田
松
明
祭
」が
行
わ
れ

た

い

ま

つ

ま
し
た
。

松
明
祭
は
、江
戸
時
代
中
期
に
竹

田
で
大
火
が
発
生
し
た
の
を
き
っ
か
け

に
、２
度
と
こ
の
よ
う
な
災
害
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
に
と
、朝
来
山
の
中
腹
に
あ
り

防
火
の
神
を
ま
つ
る
愛
宕
神
社
に
大
松

あ

た

ご

明
を
奉
納
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。現

在
は
、旭
町
区
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
２
本

の
松
明
が
奉
納
さ
れ
、毎
年
こ
の
日
に

執
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、午
後
８
時
、神
事
の
開
始

と
と
も
に
、高
さ
約
６

㍍
の
大
松
明
に

火
が
着
け
ら
れ
る
と
、
燃
え
る
炎
に
訪

れ
た
人
た
ち
は
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

TTownTopicTownTopicss ～まちのわだい～～まちのわだい～

皆さんの周りの身近な出来事や話題をお知らせください。 秘書広報課 ☎672-611３

燃えあがる松明の炎

参加者に説明する栃本所長

平成２７年８月平成２７年８月号号11

自自
然
再
生
学
会
全
国
大

自
然
再
生
学
会
全
国
大
会会

燃燃
え
る
炎
に
防
火
の
願
い
「
竹
田
松
明
祭

燃
え
る
炎
に
防
火
の
願
い
「
竹
田
松
明
祭
」」
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県
は
、但
馬
地
域
の
都
市

計
画
の
方
向
性
を
示
す「
都

市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」に
つ
い
て
の
公
聴
会
を
開

催
し
ま
す
。

▽
日
時

８
月

日

、

２８

（金）

午
後
７
～
８
時

▽
会
場

じ
ば
さ
ん
Ｔ
Ａ
Ｊ

Ｉ
Ｍ
Ａ（
豊
岡
市
大
磯
町
）

▽
内
容

都
市
計
画
区
域

の
整
備
、開
発
お
よ
び
保
全

の
方
針（
都
市
計
画
区
域
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）の
見
直
し
案

に
つ
い
て

▽
そ
の
他

公
聴
会
に
先

立
ち
、見
直
し
案
に
つ
い
て
の

公
述
申
し
出
を
受
け
付
け

ま
す
。（
期
限
・
８
月

日
１８

）公
述
申
し
出
が
無
い
場

（火）合
、公
聴
会
は
中
止
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
県
土
整
備
部
ま
ち
づ
く
り
局

都
市
計
画
課

☎
０
７
８（
３
６
２
）３
５
７
８

http://w
eb.pref.hy

ogo.lg.

jp/tow
n
/cate3_201.htm

l

兵
庫
県
住
宅
供
給
公
社

の
大
規
模
分
譲
地『
和
田
山

弥
生
が
丘
団
地
』の
モ
デ
ル
ハ

ウ
ス
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

９
月
５
日

、
（土）

６
日

、午
前

時
～
午

（日）

１０

後
４
時

▽
会
場

弥
生
が
丘
団
地

▽
物
件
概
要

◎
販
売
区
画
…

区
画

１９

◎
分
譲
価
格
…
５
３
９
・

３
～
７
７
０
・
７
万
円

◎
宅
地
面
積
…
２
０
０
・

～
２
７
４
・

㎡

５２

０７

▽
問
い
合
わ
せ
先

兵
庫
県
住
宅
供
給
公
社

（
平
日
の
み
）

☎（
０
１
２
０
）９
７
６
６
９
７

http://w
w
w
.hyogo-jk.or.jp/

兵
庫
県
立
大
学
大
学
院

地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研

究
科
は
、研
究
科
の
内
容
を

受
験
生
の
皆
さ
ん
な
ど
に
広

く
紹
介
す
る
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

９
月

日

、

２６

（土）

午
後
１
時

分
～

４５

▽
会
場

豊
岡
ジ
オ
・
コ
ウ

ノ
ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス（
豊
岡
市

祥
雲
寺
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

豊
岡
ジ
オ
・
コ
ウ
ノ
ト
リ

キ
ャ
ン
パ
ス
経
営
部
学
務
課

☎
０
７
９
６（

）６
０
７
９

３４

地
域
で
希
少
な
動
植
物

と
思
わ
れ
る
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。（
希
少
種
と
は
、原
則

と
し
て
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ

ク
に
登
載
さ
れ
て
い
る
種
）

調
査
が
必
要
な
場
合
は
、

県
民
局
か
ら
専
門
家
を
派

遣
し
ま
す
。そ
の
結
果
希
少

種
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た

場
合
、県
の
生
物
多
様
性
保

全
活
動
支
援
事
業
に
よ
る

保
全
活
動
等
の
支
援
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
但
馬
県
民
局
地
域
政
策
室

環
境
課

☎
０
７
９
６（

）３
６
５
０

２６

市役所本庁 ☎０７９－６７２－３３０１

生野支所 ☎０７９－６７９－２２４０

山東支所 ☎０７９－６７６－２０８０

朝来支所 ☎０７９－６７７－１１６５

※お知らせページに掲載する広告を募集しています。詳しくは秘書広報課（☎６７２－６１１３）へ。

情情

報

掲

示

情

報

掲

示

板板

In
fo
rm
a
tio
n
A
s
a
g
o
L
ife

暮らしのお知らせ

お
知
ら

お
知
ら
せせ

県
立
大
学
大
学
院
地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

研
究
科
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

《国保高齢受給者証の更新につい《国保高齢受給者証の更新についてて》》
高齢受給者証は、国民健康保険加入者のうち、７０歳になった翌月（１日生まれの人は

当月）から後期高齢者医療制度に加入するまでの間、保険証と合わせて使用していただく

もので、医療機関における自己負担割合を明記した医療証です。毎年８月１日を基準日

とし、前年の所得（平成２６年１～１２月）に基づいて自己負担割合を決定し、７月下旬に

新しい受給者証を郵送しております。見当たらない場合などは、ご連絡ください。

高齢受給者証の有効期限は、平成２８年７月３１日です。ただし、７５歳を迎える誕生日

がこの日より前の人は誕生日の前日です。受給者証に記載しておりますので、ご確認くださ

い。自己負担割合は、現役並み所得者は３割、その他は２割（誕生日が昭和１９年４月

１日以前の人は「１割」）です。判定基準は、次のとおりです。

【自己負担割合の算定方法】

弥
生
が
丘
住
宅
フ
ェ
ア
開
催

第第109第109回回 国国 のの保保 ひひ ろろ ばば

都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
公
聴
会

希
少
種
調
査
・
発
掘
の
た
め
の

専
門
家
派
遣
事
業

平成28年朝来市成人のつどい実行委員を募集します
成人式式典後の成人のつどいを自分たちで企画運営してみませんか？

テーマやイベントなどのアイデアを出して、成人式を盛り上げましょう！

◆対象 平成７年４月２日～８年４月１日生まれの人◆内容 式典後

の「成人のつどい」の企画運営・司会進行（８月中旬から数回会議を開

催）◆申込み・問い合わせ先 市教育委員会社会教育課 ☎（６７７）２１１６

自己負担割合判 定 基 準

３割
同一世帯内の７０歳から７４歳の国民健康保険加入者で
住民税課税所得が１４５万円以上の人がいる場合

２割（１割）
同一世帯内の７０歳から７４歳の国民健康保険加入者全員の
住民税課税所得が１４５万円未満の場合

市民課☎６７２－６１２０ 生野支所地域振興課☎６７９－２２４０
山東支所地域振興課☎６７６－２０８０ 朝来支所地域振興課☎６７７－１１６５

■問い合わせ先



平平成２７年８月平成２７年８月号号13

私
立
大
学
通
信
教
育
協

会
は
、大
学
通
信
教
育
合
同

入
学
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

▽
日
時

８
月

日

、

２２

（土）

正
午
～
午
後
５
時

▽
会
場

梅
田
ス
カ
イ
ビ
ル

タ
ワ
ー
ウ
エ
ス
ト

階（
大
阪

１０

市
北
区
）

※
申
込
不
要
・
入
場
無
料

▽
対
象

一
般
・
高
校
生

▽
参
加
校

私
立
大
学
等

校
４９▽

問
い
合
わ
せ
先

（
公
財
）私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

☎
０
３（
３
８
１
８
）３
８
７
０

h
ttp
://w
w
w
.u
ce.o
r.jp
/

７
月
１
日
付
け
で
、福
祉

委
員
が
交
代
し
ま
し
た
。

▽
法
道
寺
区

新

森も
り

眞
知
子
さ
ん

ま

ち

こ

旧

日
野
絹
代
さ
ん

ひ

の

き

ぬ

よ

▽
任
期

平
成

年

月

２８

１１

日
ま
で

３０▽
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課

☎（
６
７
２
）６
１
２
３

児
童
扶
養
手
当
・
特
別

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
人（
支
給
停
止
の
人

も
含
む
）は
、受
給
資
格
と

所
得
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、

毎
年
現
況
届
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
届
出
に
よ
っ
て
、引
き

続
き
１
年
間
手
当
を
受
給

で
き
る
か
ど
う
か
が
決
定
さ

れ
ま
す
。必
ず
期
日
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

正
当
な
理
由
が
な
く
届

出
を
し
な
い
時
は
、手
当
の

支
給
が
一
時
差
し
止
め
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
提
出
期
間

◎
児
童
扶
養
手
当

８
月
３
日

～

日

（月）

３１

（月）

◎
特
別
児
童
扶
養
手
当

８
月

日

～

日

１１

（火）

３１

（月）

▽
提
出
先

市
役
所
本
庁

西
館
社
会
福
祉
課
、各
支

所
地
域
振
興
課

▽
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課

☎（
６
７
２
）６
１
２
３

朝
来
市
福
祉
事
務
所
と

朝
来
市
婦
人
共
励
会
は
、制

度
の
説
明
・
相
談
や
親
睦
を

目
的
と
し
た
バ
ス
旅
行
を
開

催
し
ま
す
。

▽
日
時

月

日

１０

２５

（日）

（
午
前
８
時

分
～
午
後

３０

４
時

分
）

３０

▽
行
先

神
戸
ど
う
ぶ
つ
王

国
、神
戸
空
港

▽
参
加
費

大
人
…
会
員

２
千
５
０
０
円
／
会
員
外

３
千
５
０
０
円

子
ど
も
…

無
料

▽
締
め
切
り

８
月

日
３１

（月）▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課

（
母
子
父
子
自
立
支
援
員
）

☎（
６
７
２
）６
１
２
３

朝
来
市
婦
人
共
励
会
各
支
部

事
務
局（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

生
野
地
域
☎（
６
７
９
）３
０
５
３

和
田
山
地
域
☎（
６
７
２
）０
４
４
０

山
東
地
域
☎（
６
７
６
）５
２
１
５

朝
来
地
域
☎（
６
７
７
）１
６
０
６

県
は
、兵
庫
県
手
話
普
及

啓
発
事
業
と
し
て「
は
じ
め
て

の
手
話
講
座
」を
開
催
し
ま

す
。

▽
内
容

手
話
に
つ
い
て
の

基
礎
知
識
・
練
習
、耳
の
聞

こ
え
な
い
人
と
の
交
流
ほ
か

▽
和
田
山
会
場

◎
日
時

８
月

日

、

２３

（日）

午
前

時
～
正
午

１０

◎
会
場

和
田
山
ジ
ュ
ピ

タ
ー
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル（
玉

置
）

▽
生
野
会
場

◎
日
時

８
月

日

、

２３

（日）

午
後
２
～
４
時

◎
会
場

生
野
マ
イ
ン
ホ
ー

ル
会
議
室（
口
銀
谷
）

▽
受
講
料

無
料

▽
定
員

各

人（
先
着

３０

順
）

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

兵
庫
県
立
聴
覚
障
害
者

情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
８（
８
０
５
）４
１
７
５

０
７
８（
８
０
５
）４
１
９
２

FAX

http://w
w
w
.norm

anet.ne.jp/

~h-center/gyouji-top.htm
l

県
は
、旧
軍
人
等
を
対
象

に
、各
種
恩
給
制
度
の
説

明
・
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
対
象

次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

①
旧
軍
人
で
、実
際
に
軍
人

と
し
て
の
在
職
期
間
が
３
年

以
上
の
人
、ま
た
は
そ
の
遺

族
。

②
軍
人
期
間
中
に
公
務
や

勤
務
関
連
な
ど
で
傷
病
を

受
け
、現
在
も
こ
れ
ら
傷
病

に
よ
る
後
遺
症
の
あ
る
人
。

③
実
在
職
年
が
は
っ
き
り
し

な
い
が
、軍
人
期
間
の
あ
る

人
、ま
た
は
そ
の
遺
族
。

▽
日
時
・
会
場

◎
８
月

日

、午
後
２

２８

（金）

時
～
・
兵
庫
県
民
会
館（
神

戸
市
中
央
区
）

◎
９
月

日

、午
後
２

１１

（金）

時
～
・
姫
路
市
市
民
会
館

（
姫
路
市
総
社
本
町
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
生
活
支
援
課
恩
給
援
護
班

☎
０
７
８（
３
６
２
）３
２
０
４

◎兵庫県保険医協会健康情報テレホンサービス ☎０１２０－９７９－４５１（８月のテーマ）【月曜】蚊が飛ぶように見える“飛蚊症”
ひ ぶ ん

税

は
じ
め
て
の
手
話
講
座

福
祉
委
員
の
交
代

市 県 民 税 ２期

国民健康保険税 ２期

納期 ８月３１日（月）まで

８月の税８月の税

旧
軍
人
等

恩
給
説
明
・
相
談
会

「
朝
来
市
母
子
・
父
子
家
庭
福
祉
懇
談
会
」

「
親
と
子
の
つ
ど
い
」

大
学
通
信
教
育
合
同
入
学
説
明
会

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
の

現
況
届

朝来市の魅力をＰＲ「あさごフォトコンテスト」
◆応募資格 どなたでも応募できます◆テーマ「あなたの心にうつった朝来市内の魅力」

◆作品 四季折々の自然・風景、歴史的建造物、お祭り等の風習、お土産やグルメ等朝来市

の魅力ある写真 ◆申込み 所定の応募用紙に必要事項を記入し、写真裏面に貼り付け観

光交流課まで ※詳しくは、市ホームページなどで配布している募集チラシをご覧ください

◆応募期間 １０月１日（木）～１１月３０日（月）◆問い合わせ先 観光交流課☎（６７２）４００３
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暮らしのお知らせ
市役所本庁 ☎０７９－６７２－３３０１

生野支所 ☎０７９－６７９－２２４０

山東支所 ☎０７９－６７６－２０８０

朝来支所 ☎０７９－６７７－１１６５

市
は
、次
の
市
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
す
る
住
宅

条
件
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ

（注）て
い
る
家
賃（
月
額
）よ
り

も
高
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

▽
申
込
受
付
期
間

８
月

日

～

日

１０

（月）

２１

（金）

▽
入
居
申
込
資
格

◎
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
人

◎
現
に
同
居
し
、ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ

る
人

◎
現
在
住
宅
に
困
窮
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

◎
そ
の
者
ま
た
は
現
に
同
居

親
族
が
暴
力
団
に
よ
る
不

当
な
行
為
の
防
止
等
に
関

す
る
法
律
第
２
条
第
６
号

に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で

な
い
こ
と

◎
所
得
要
件
が
条
例
に
規

定
す
る
範
囲
を
超
え
て
い
な

い
人

※
申
込
資
格
の
詳
細
な
ど
は
、

都
市
開
発
課
に
確
認
い
た
だ

く
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
開
発
課

☎（
６
７
２
）６
１
２
７

県
は
、職
員
採
用
試
験

（
行
政
Ｂ
・
高
卒
程
度
）を
行

い
ま
す
。

▽
募
集
職
種
・
人
数

①
一
般
事
務
職
・
９
人
程
度

②
警
察
事
務
職
・
２
人
程
度

③
教
育
事
務
職
・
５
人
程
度

④
総
合
土
木
職
・
１
人
程
度

⑤
小
中
学
校
事
務
職
・
７
人

程
度

※
職
種
ご
と
に
年
齢
・
資
格

等
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

▽
試
験
日（
一
次
）

９
月

日
２７

（日）

▽
受
付
期
限

◎
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
８
月

日

◎
郵

３１

（月）

送
・
８
月

日

（
消
印
有

３１

（月）

効
）
◎
持
参
・
９
月
２
日
（水）

（
午
後
５
時
）

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
人
事
委
員
会
事
務
局

☎
０
７
８（
３
６
２
）９
３
４
９

h
ttp
://w
eb
.p
ref.h
y
o
g
o

.lg
.jp
/p
c0
2
/p
c0
1
_0
0
0

0
0
0
0
3
2
.h
tm
l

県
立
も
の
づ
く
り
大
学

校
（
姫
路
市
市
之
郷
）は
、

求
職
中
の
人
を
対
象
に
、
平

成

年
度
６
か
月
コ
ー
ス

２７
後
期
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

▽
コ
ー
ス

Ｃ
Ａ
Ｄ
コ
ー
ス
、

情
報
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス（
定
員

各

人
）

２０
▽
授
業
料

無
料（
教
科

書
代
等
実
費
負
担
あ
り
）

▽
訓
練
期
間

月
８
日

１０

～
平
成

年
３
月

日

（木）

２８

１１

（金）▽
出
願
期
限

９
月
２
日

（水）▽
選
考
日

９
月
８
日
（火）

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
立
も
の
づ
く
り
大
学

☎
０
７
９（
２
４
０
）７
０
７
７

募

集

募

集

兵
庫
県
職
員（
高
卒
程
度
）

採
用
試
験

兵
庫
県
立
も
の
づ
く
り
大
学
校

市
営
住
宅
入
居
者

⑤④③②①

新 井 団 地宮ノ下住宅枚 田 住 宅生野第１団地但馬口住宅
住宅の
名称

新井山東町楽音寺和田山町枚田生野町真弓生野町口銀谷場所

３ＤＫ３ＤＫ３ＤＫ３ＤＫ３ＤＫ間取り

１７，８００円～
２６，５００円

２５，１００円～
３７，４００円

２３，４００円～
３４，８００円３５，３００円２３，３００円～

３４，７００円
家賃
（月額）

１戸１戸１戸１戸１戸募集戸数

山東支所出会いサポート事業第９回「ホットないで湯でお結びパーティー」～７組のカップルが誕生
７月１２日に、よふど温泉ほかで婚活支援を目的に開催。今回は４８人（男性２３

人・女性２５人）が参加し、さまざまなイベントを楽しみ、最後に全員がお気に入りの

１人を指名する「告白投票」で７組のカップルが誕生しました。このパーティーでは、

これまで約４００人が参加し４４組のカップルが誕生、７組が結婚・結婚予定です。

１１月には１０回目となる記念のイベントも開催予定です。【山東支所地域振興課】
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【火曜・１１～１６日】介護保険３施設ー特養・老健・介護療養ー【水曜】便に血が混じる病気ー潰瘍性大腸炎ー【木曜】オシッコの色やにおいと病気【金土日】お薬の剤形について

各 種 相 談 の ご 案 内

時：日時 場：場所 問：問い合わせ 予：予約

人権相談（無料） 人権問題に関する相談
時 ８月２０日（木） 午後１時３０分～３時
場 生野保健センター、市役所西館２階相談室、
山東老人福祉センター、朝来老人福祉保健センター
問 人権推進課 ☎６７２－６１２２

女性のなやみ相談（無料） 女性が抱えるさま
ざまな悩みや問題の相談に応じます（予約制）
時 ８月１２日（水） 午後０時３０分～３時３０分
場 市役所西館２階相談室
問・予 人権推進課 ☎６７２－６１２２

行政相談（無料） 官公庁の仕事の苦情や意
見・要望などの相談に応じます
時 ８月１７日（月） 午前１０時～１１時３０分
場 生野保健センター、市役所西館２階相談室、
山東老人福祉センター、朝来老人福祉保健センター
問 市民課 ☎６７２－６１２０

身体障害者相談（無料） 障害に関する相談
時 ９月７日（月） 午後１時～４時
場 山東老人福祉センター
問 社会福祉課 ☎６７２－６１２３

司法書士による法律相談会（無料） 司法書士による
登記・相続・多重債務などの法律相談（予約制）
時 ９月５日（土） 午後１時～４時
場 和田山ジュピターホール会議室
問・予 兵庫県司法書士会但馬支部 ☎６７６－３３６８

総合法律センター南たじま相談所 弁護士による法
律相談（予約制・１回３０分・相談料５，４００円）
時 ８月２７日（木） 午後１時～３時
場 和田山老人福祉センター
問・予 兵庫県弁護士会 ☎０７８－３５１－１２３３

若者就労・支援に関する相談会（無料） 若者サポート
ステーションは若者未就業者の就労自立に向け
た相談に応じます
時 毎週水曜日 午後１時～４時
場 山東公民館２階小会議室
問・予 労協若者サポートステーション豊岡 ☎０７９６－３４－６３３３

ホール・美術館の催し ●詳細は各施設で確認してください

朝来市文化会館 第1１回ＡＳＡＧＯ国際音楽祭201５
【オープニングコンサート】生野マインホール１０月１３日（火）開演・午後６時３０分

【ファイナルコンサート】和田山ジュピターホール１０月１８日（日）開演・午後２時

【料 金】 オープニング・ファイナル共通チケット一般１,０００円（全席自由）

前売券発売開始日 ８月８日（土）未就学児入場不可

【問い合わせ先】 芸術文化課 ☎６７２－６１１４

べビクラ！（ベビーカーで行くクラシックコンサート）《全席自由》

公演日：９月１９日（土）／開演：午後１時３０分

料金：大人５００円小学生以下無料 前売券好評発売中

クラシックが聞きたいけれど、子どもがいるから行けない。子どもにクラ

シックをきかせてあげたい、という皆さんにぴったりのコンサートです。

☎６７２－６１１４ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

あさご・ささゆりホール

あさご芸術の森美術館
☎６７０－４１１１ 休水曜日、祝日の翌日
（水曜日が祝日の場合はその翌日※８月１２日は開館します）

没後１０年淀井敏夫展 会期：９月６日（日）まで

入館料大人５００円／大学生・高校生３００円／小・中学生２００円

☎６７６－４５８７ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合開館）

田崎博和竹紙・竹筆の世界展会期：８月２８日（金）～９月１３日（日）

ヒメハナ公園ウツギの館

☎６７９－４４４８ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

さをり夏色展 会期：８月３０日（日）まで

草木染展 期日：９月１日（火）～３０日（水）

生野まちづくり工房井筒屋

朝来市出身の彫刻家・淀井敏夫の没後１０年を記念した展覧会で
よ ど い と し お

す。初日の７月１８日には、「父・淀井敏夫について」をテーマに、次女で

画家の淀井由利子さん（写真右）による
ゆ り こ

講演会を開催。写真とともに思い出やエ

ピソードなどを話していただきました。愛用

の道具類、石膏原型なども紹介していま
せ っ こ う

す。特に「若きアテネ」は、会期終了後は

美術館外壁に設置する予定です。
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子どもたちと向き合う教育環境づくりの一環として
「教職員定時退勤日」「ノー部活デー」について
■問い合わせ先 学校教育課 ☎６７７ー２１１５

学校を取り巻く環境が大きく変化するなか、教育活動

のさらなる充実を図るためには、教職員が時間的にも精

神的にも落ち着いた状況のもとで児童生徒とじっくりと

向き合う時間を確保することが重要です。

兵庫県教育委員会は、平成２５年度から、県内すべての

学校において、週１回以上の「教職員定時退勤日」を設定・

実施するよう指導を進めています。

朝来市教育委員会でも、教職員のワーク・ライフ・バラ

ンス（仕事と生活の調和）を実現し、すべての教職員が精

神的なゆとりを持って、一人ひとりの児童生徒に向き合

うことのできる環境づくりのため、「教職員定時退勤日」

を実施しています。

また、生徒のゆとりある生活の確保とスポーツ障害等

の防止、教職員が生徒と向き合う時間を確保するため、部

活動のない日「ノー部活デー」を、平日週１日以上と土曜

日、日曜日のどちらか１日に設定し実施しています。

これら取り組みを進めていくよう、各校に指導してい

ますので、皆さまのご理解・ご協力をお願いします。

国民の皆さまへ
｢年金情報流出｣を口実にした犯罪にご注意ください
■問い合わせ先 豊岡年金事務所 ☎０７９６ー２２ー０９４８

日本年金機構を名乗って口座番号を聞き出そうとする者

や、「流出した個人情報を削除してあげる」と持ちかけてくる

者が現れています。

●日本年金機構から、この件でお客さまに電話やメールで連

絡することは、一切ありません。なお、流出が確認された場

合の、新しい基礎年金番号は、郵送でお知らせします。

●日本年金機構が、この件でお客さまにお金やキャッシュ

カードを要求することは、一切ありません。

●日本年金機構が、この件でお客さまにＡＴＭの操作をお

願いすることは、一切ありません。

情報が流出しているのでは？など、心配な場合は、専用電

話窓口、または、お近くの年金事務所までご相談ください。

◆日本年金機構専用電話窓口（通話料はかかりません）

☎０１２０－８１８２１１
※受付時間 午前８時３０分～午後９時（平日・土日）

★今回の不正アクセスによって、皆さまの年金そのものがな
くなる、また、減ってしまうことはありません。
★流出した情報を使い他人がなりすますことで、年金が横
取りされるようなことはありません。年金は、本人へ確実に
支払われます。また、支払いに滞りがでることはありません。

怪

怪

悔

悔

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

朝
来
市
の
名
声
を
高
め
、市
民
に
勇

気
や
感
動
を
与
え
た
と
し
て
、市
は
、７

月

日
、朝
来
市
ま
ち
づ
く
り
功
績
者

３０
表
彰〝
ち
ゃ
す
り
ん
賞
〟を
贈
り
ま
し
た
。

今
回
、賞
を
贈
っ
た
の
は
、小
谷

こ

た

に

優ゆ

宇う

さ
ん（
朝
来
中
３
年

物
部
区
・
写
真

右
）、千
葉
泰
史
さ
ん（
生
野
中
３
年

ち

ば

た

い

し

生
野
６
区
・
写
真
左
）、２
人
は
硬
式

野
球
チ
ー
ム
姫
路
ア
イ
ア
ン
ズ
に
所
属

し
、「
ア
シ
ッ
ク
ス
旗
争
奪
第

回
ヤ
ン

２３

グ
リ
ー
グ
春
季
大
会
中
学
部
」で
優
勝
、

「
第
９
回
全
日
本
中
学
野
球
選
手
権

大
会
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
カ
ッ
プ
」に
出
場
す
る
な
ど
の
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

ま
た
、小
谷
さ
ん
は
、Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の『
２
０
１

５
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
』に
選
抜
さ
れ
、８
月

日
か
ら

日
ま
で

１９

２５

の
期
間
、ア
メ
リ
カ
遠
征
す
る
予
定
で
す
。

兵
庫
行
政
評
価
事
務
所
長
感
謝
状

行
政
相
談
委
員
と
し
て
、

平
成

年
か
ら
市
民
の
皆
さ

２３

ん
の
行
政
に
対
す
る
苦
情
の

解
決
な
ど
、行
政
相
談
活
動

に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
５
月

日
付
）

２９

藤本登志子さん
ふじもと と し こ

（筒江区） 南
但
消
防
本
部
は
、７
月

日
、交

２２

通
事
故
に
際
し
人
命
救
助
を
行
っ
た

清
水

し

み

ず

保
さ
ん（
東
谷
区
・
写
真
左
）に

た
も
つ

感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

事
故
は
、６
月

日
、和
田
山
町
東

２３

谷
の
国
道
９
号
東
谷
交
差
点
で
乗
用

車
と
ト
ラ
ッ
ク
が
衝
突
し
た
も
の
。そ
の

う
ち
横
転
し
黒
煙
を
上
げ
て
い
た
ト

ラ
ッ
ク
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
を
破
り
、運

転
手
の
脱
出
を
助
け
、エ
ン
ジ
ン
を
停

止
さ
せ
火
災
の
危
険
を
防
ぎ
ま
し
た
。

人
命
救
助
に
感
謝
状

ち
ゃ
す
り
ん
賞
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■問い合わせ先 「生野夏物語」推進協議会
☎６７９－２２３３（朝来市商工会生野支所内生野ひいきの会事務局）

生生野夏物生野夏物語語 ８月１３日（木）・１４日（金）・１５日（土）

《生野の盆踊り》

【８月１３日（木）】会場：生野マインホール前周辺

★生野町観光協会イベント（午後５時３０分～７時）

ゆかたコンテスト・カラオケ大会など

★盆踊り（午後７時～）総踊り（午後７時３０分～）

鉱山全盛期の昭和３０年代頃に盛大に行われていた生野

の盆の「総踊り」を復活。

【８月１４日（金）】会場：奥銀谷地域と各地区

生野踊り・昔踊り・播州音頭・江州音頭・但馬音頭の歴史あ

る盆踊りが各地域でよみがえります。

《森垣の灯籠流し》
も り が い

【８月１５日（土）】会場：生野中学校前（午後７時３０分～）

大小５００個の灯籠が市川を彩り、お盆を締めくくります。

《ふれあいテント村》

【８月１３日（木）～１５日（土）】

会場：生野マインホール前駐車場（午前１１時～午後１０時）

各種飲み物、食べ物を用意しています。休憩、食事にご利

用ください。

ゆゆかたで参加しよゆかたで参加しようう！！！！

■問い合わせ先 山東支所地域振興課 ☎６７６－２０８０

山山東夏祭山東夏祭りり ８月１８日（火）・１９日（水）
会場：梁瀬小学校周辺

【８月１８日（火）】 ●酒蔵音楽会 ●名物造り物 ●復活商店街「おきなれよ」 ●生花展

【８月１９日（水）】 ●名物造り物 ●復活商店街「おきなれよ」 ●生花展 ●山彩市 ●金管バンド等演奏

●魚のつかみ取り ●山東音頭練り込み・扇子おどり ●豪華花火大会（午後７時３０分～）ほか

恒例の夏祭りが今年も盛大に開催。
皆さんおそろいでお出かけください。夏祭りのご案内

イベントの内容や、交通規制など詳細については、チラシ・ポスターなどのお知らせをご確認ください。

■問い合わせ先 朝来支所地域振興課 ☎６７７－１１６５

ああさご夏祭あさご夏祭りり ８月１６日（日）

会場：朝来グラウンド・朝来体育館・アルバ周辺

●少年サッカー招待試合 ●歌謡・漫才ショー ●ミニ一円電車 ●たけじぃと遊ぼう紙芝居授業

●花火大会（午後８時１５分～） ほか

■問い合わせ先 和田山地蔵祭奉賛会 ☎０８０－４６４１－５３２３・和田山地域振興課 ☎６７２－６１３７

会場：和田山４町

【８月２２日（土）】 ●名物造り物 ●七とこ地蔵参りスタンプラリー

【８月２３日（日）】 ●名物造り物 ●金管バンド・吹奏楽部演奏 ●和田山虎臥陣太鼓

●ＢＭＸフラットランド（自転車の曲乗り） ●市川高校応援団演舞

●よさこい踊り（さんさん会－和－） ●豪華花火大会（午後７時３０分～） ほか

和和田山夏まつり和田山地蔵和田山夏まつり和田山地蔵祭祭 8月２２日（土）・２３日（日）
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サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
る
個

人
情
報
の
流
出
事
件
が
発

生
し
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
運
用
が
始
ま
り
、
個
人
情

報
は
し
っ
か
り
と
管
理
さ
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
漏
え
い
で

な
り
す
ま
し
な
ど

悪
用
さ
れ
ま
せ
ん
か
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
っ
て
社
会
保
障
や
税

な
ど
の
手
続
き
を
行
う
と
き
、個
人
番
号
カ
ー

ド
や
運
転
免
許
証
な
ど
顔
写
真
付
き
の
身
分

証
明
書
等
で
本
人
確
認
を
厳
格
に
行
う
こ
と

■
問
い
合
わ
せ
先

総
務
部
情
報
課

☎
（
６
７
２
）６
１
１
７

サイバー攻撃で個人情報が流出
したと最近よく耳にするけれど、
マイナンバーは大丈夫なの？

外
国
で
発
生
し
た
被
害
な
ど
か
ら

情
報
保
護
を
強
く
意
識
し
た
制

度
に
設
計
さ
れ
て
い
る
ん
だ
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
も
漏
え
い
す
る

場
合
が
あ
る
の
で
は
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
は
、個
人
情
報
の
漏
え
い

や
不
正
利
用
な
ど
に
対
す
る
懸
念
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、制
度
面
と
シ
ス
テ
ム
面

の
両
面
か
ら
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
別
表
の
と
お
り
）

ま
た
、故
意
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
付
き
の
個
人

情
報
フ
ァ
イ
ル
を
提
供
し
た
場
合
な
ど
に
は
重

い
罰
則
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

漏
え
い
し
た
と
き
芋
づ
る
式
に

い
ろ
い
ろ
な
情
報
が

漏
れ
ま
せ
ん
か
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
は
、こ
れ
ま
で
各
機
関
で

管
理
し
て
い
た
個
人
情
報
は
、引
き
続
き
各
機

関
で
管
理（
例
…
国
税
に
関
す
る
情
報
は
税
務

署
で
、児
童
手
当
や
生
活
保
護
に
関
す
る
情
報

は
市
役
所
で
等
）し
、必
要
な
情
報
を
必
要
な

と
き
だ
け
や
り
取
り
す
る「
分
散
管
理
」の
仕

組
み
を
採
用
し
ま
す
。

ま
た
、役
所
の
間
で
情
報
を
や
り
取
り
す
る

と
き
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
は
な
く
、役
所
ご
と

に
異
な
る
コ
ー
ド
を
使
う
の
で
、一
か
所
で
漏

え
い
が
あ
っ
て
も
他
の
役
所
と
の
間
で
は
遮

断
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、仮
に
一
か
所
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
漏
え
い
し
た
と
し
て
も
、個
人
情
報
が

芋
づ
る
式
に
抜
き
出
せ
な
い
仕
組
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

月
か
ら
住
民
票
を
持
つ
全
て

１０
の
人
へ
、個
人
番
号
を
通
知
す
る
た

め
の「
通
知
カ
ー
ド
」が
住
民
票
の

住
所
へ
送
ら
れ
て
き
ま
す
が
、住
民

票
の
住
所
で
は
通
知
カ
ー
ド
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
、Ｄ
Ｖ
等

の
加
害
者
が
取
得
し
て
し
ま
う
、な

ど
の
場
合
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

月
５

１０

日

ま
で
に
現
在
お
住
ま
い
の
場

（月）
所（
居
所
）へ
住
民
票
を
移
す
こ
と

で
、新
し
い
居
所
に
通
知
カ
ー
ド
が

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
検
討
を
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、や
む
を
得
な
い
理
由
で
、

住
民
票
の
住
所
で
通
知
カ
ー
ド
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

や
、住
民
票
を
移
す
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
は
、居
所
を
登
録
し
て
通

知
カ
ー
ド
を
受
け
取
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

詳
し
い
内
容
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、情
報
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。ま
た
、

来
月
号
で
も
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
、

Ｄ
Ｖ
等
被
害
者
、長
期
入
院
・

入
所
が
見
込
ま
れ
る
皆
さ
ん
へ

ママ
イ
ナ
ン
バ
ー
っ
て
何
だ
ろ
う

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
っ
て
何
だ
ろ
う
？？

個
人
情
報
保
護
対
策
と
情
報
管

個
人
情
報
保
護
対
策
と
情
報
管
理理
第3回

マイナンバー制度の個人情報保護対策

①法律の規定によるものを除き、個人番号の利用、収集・保管、提供などを禁止

②システム上、個人情報が保護される仕組みとなっているかを事前に評価する特定個人情報

保護評価の実施

③特定個人情報保護委員会による監視・監督

④情報提供ネットワークシステムの利用記録を保存

⑤官民の不当行為を抑制するための罰則の整備 など

①個人情報を一元管理せずに分散管理

②情報提供ネットワークシステムを利用して情報提供する場合、個人番号とは別の符号を使用

③アクセス制御によってアクセスできる者を制限・管理

④通信の暗号化 など

制度面の保護措置

システム面の保護措置

が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。言
い
換

え
れ
ば
、万
が
一
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
漏
え
い
し

て
も
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
だ
け
で
手
続
き
は
で
き

な
い
の
で
、そ
れ
だ
け
で
は
悪
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
漏
え
い
し
た
場
合
、

本
人
の
請
求
な
ど
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
変
更

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
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６月２１日、和田山公民館で「第１０回朝来市民囲碁大会」を開催しまし

た。

この大会は、囲碁を通じて、市民の交流と親睦の場として、また、生涯

学習活動の一環として毎年行ってるものです。今回は、特に朝来市市制

施行１０周年記念事業として実施しました。

当日は、市内の囲碁愛好家４８人が参加、朝９時から午後５時過ぎま

での長時間にわたり熱戦が繰り広げられました。

「囲碁」は碁盤と白と黒の碁石を使い、２人で領土を競うゲームです。

約４千年前を起源とする長い歴史を持ち、特に右脳を使うことから、集

中力・創造力・発想力・判断力を高め、また、ストレス解消に効果があると

も言われるなど、奥の深い健康的な頭脳ゲームです。

今後も、公民館では大会を開くなどの活動を通じ、多くの人たちが囲

碁に親しむ機会を作っていきたいと考えています。ぜひ皆さんも囲碁に

チャレンジしてみてはいかがでしょうか。

■朝来市公民館トピックス

朝来市囲碁大会を開催しました

生涯学習に対する関心は高まっています。公

民館では市民の皆さんのニーズに合った楽しく

学ぶ機会をこれからも創っていきたいと考えてい

ます。

皆さんも新しい自分探し、仲間づくり、ネット

ワークづくりの場としてご活用ください。また、地

域活動（町内会等）、地域交流の場としてもお

気軽に公民館をご利用ください。

（８月号担当：朝来公民館）
叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱

叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱
叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱
叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱
叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱

叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱

こんにちは、朝来市公民館です。

公民館では、よりよい地域社会を育むため、地域の実情や課題に応じた講座・学級を開催し、地域に住む人た

ちがいつでも気軽に学ぶことができるよう取り組んでいます。平成２７年度の公民館講座もようやく軌道に乗り、市

内３６講座では７７８人の皆さんが、それぞれの講座で学習しています。

今月は、各公民館で開催している講座・学級のなかから、その様子をお知らせします。

歴史・文化を伝える「生野歴史講座」「フランス家庭料理教室」など１１講座生涯学習として「絵画教室」「着付け教室」など１２講座

生活に潤い「コーラス教室」「ガーデニング講座」など9講座歴史を伝える「盆踊り講習会」「彫刻教室」など６講座

朝来公民館 生野公民館

山東公民館 和田山公民館



健康コーナー

血液サラサラ教室（高脂血症予防）参加者を募集してい

ます。お早めにお申し込みください。

◆日時 ８月２０日（木）午後１時３０分～３時

◆会場 和田山保健センター（立ノ原）

◆内容 講話「血液サラサラでさわやかに生きる」

講師 そよかぜ診療所 岡本
お か も と

静子院長
し ず こ

健健康康カレカレンンダーダー
８８／１６～９／１８／１６～９／１５５

場 所内 容
曜
日

日月

山東老人福祉センター

和田山保健センター

離乳食教室

血液サラサラ教室（医師の講話）
木２０

８
月

和田山保健センター８か月児健診木２７

生野マインホール総合健診水２

９
月

生野マインホール

和田山保健センター

総合健診

１歳６か月児健診
木３

和田山保健センター３歳児健診金４

朝来体育館総合健診火８

朝来体育館総合健診水９

朝来体育館総合健診木１０

山東老人福祉センターこころのケア相談（予約制）火１５

※乳幼児健診については、いずれも該当児に個別通知します。
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血液サラサラ教室（高脂血症予防）参加者募集

朝来市では、健康あさご２１（健康増進計画・食育推進計

画）に基づいて、食を通じた健康づくりを進めています。

食に関する知識を深め、楽しみながら健康的な食生活

や健康づくりを実践しましょう。

《朝ごはんを食べよう！》

朝ごはんは、一日を元気に過ごすためのエネルギー

源。毎日しっかり食べて、気持ちのよい一日をスタートさせ

ましょう。

ホームページに、食と栄養に関する情報を随時掲載して

います。ぜひご覧ください。

食を通じた健康づくり ～健康あさご２１～

おいしく、楽しく、バランスよく！

【朝ごはんの効果】

◎体が目覚める…睡眠中に下がった体温が上昇し、体

が目覚めます。

◎頭が目覚める…脳にエネルギーが届き、頭がすっきり

目覚めます。

◎肥満予防になる…朝ごはんを食べないと、体はエネル

ギー不足の危険を感じ、昼ごはん、晩ごはんのエネル

ギーを脂肪として蓄えようとします。

◎排便が促される…朝ごはんを食べると胃腸が刺激を

受けて、排便が促されます。

【朝ごはんのポイント】

①食べる習慣をつけよう…簡単に食べられるものを用意

し、“何かを食べること”から始めてみましょう。

食べる習慣がついたら、主食・

主菜・副菜のそろったバランス

のよい朝ごはんを意識しましょ

う。 ※汁物は塩分を多く含むので、１日１杯程度にしましょう。

②毎日決まった時間に食べよう…毎日同じような時間に

食べることで、お腹がすくリズムができます。

③誰かと一緒に食べよう…誰かと一緒に食べることで、よ

り食欲がわきます

～毎月１９日は食育の日～

主菜 副菜

主食 汁物

地域包括支援センターの 窓

在宅で高齢者の介護をされる家族の皆さんを対象

に、意見交換や介護方法の講義を通じて、家庭での介

護に役立てていただくことを目的に「家族介護者交流

事業」が開かれます。

介護者のストレス解消のための行事や、とらふす道

場での介護力アップ運動などが実施されています。

ぜひ、ご参加ください。

◆対象 市内在住で要介護認定を受けている高齢

者の介護をされている家族の皆さん

◆申込み・問い合わせ先

社会福祉法人兵庫県社会福祉事業団「立雲の郷」

☎６７４－００８８（竹田２０６３番地３）

平成27年度「家族介護者交流事業」のご案内

会 場内 容開催日時

立雲の郷
介護者の健康管理について
介護力アップ運動

９月１７日（木）

午後１時３０分～３時３０分

生野老人
福祉センター

ふれあいカフェ
１０月１６日（金）

午後２時～３時３０分

但馬・丹波
方面

日帰りバス旅行
１１月６日（金）

午前１０時～午後３時３０分

立雲の郷
認知症についての講義
介護力アップ運動

２月１８日（木）

午後１時３０分～３時３０分

立雲の郷
お食事会・意見交換会
介護力アップ運動

３月１１日（金）

午前１１時３０分～午後２時



健康コーナー
■問い合わせ先
地域医療・健康課
☎６７２－５２６９（和田山保健センター）

定期の予防接種は、予防接種法で接種の対象者（接種

できる年齢）や接種期間が定められています。

体調のよい時に早めに受けることをおすすめします。

対象の期限内に受けることができなかった場合は、任意

接種となるため接種には費用がかかります。

《子どもの定期予防接種》

予防接種は、かかると重症化したり、重い後遺症が残った

りすることが多い病気（感染症）を防ぐために行うものです。

その病気にかかりやすい年齢などを考慮した、接種に適して

いる時期がありますので、母子健康手帳の予防接種の記録

を見て、受け忘れている予防接種がないか確認しましょう。

また、該当の年齢になれば、忘れないように必ず接種を受

け、病気を未然に防ぎましょう。

《高齢者の定期予防接種》

対象…市内に住所がある対象者のうち、接種を希望する人。

◆高齢者肺炎球菌

対象者には４月に個別通知を行っています。

接種を受けるには、一部自己負担（２,０００円）が必要です。

【平成２７年度の対象者】

対象…次に該当し、過去に肺炎球菌ワクチンの接種を受け

たことがない人。

①今年度、満６５・７０・７５・８０・８５・９０・９５・１００歳になる人。

②接種日に６０歳以上６５歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器、免

疫機能に一定の障害を有し、主治医が必要と認めた人。

◆高齢者インフルエンザ

今年は１０月からの実施を予定しています。

広報や隣保回覧などで、改めてお知らせします。

※予防接種に関するご相談やご質問は、かかりつけ医また

は地域医療・健康課へ。

市は、６月から９月１０日までの期間、市

内各地区で総合健診を実施しています。

総合健診は、特定健診（特定基本健診）と

あわせて肺・胃・大腸・前立腺がんの各検診

や、肝炎ウイルス検診、腹部エコー検診、骨粗鬆症検診を同
しょう

日に実施するものです。

《受診する皆さんへ》

すでに申込みをしている皆さんには、実施日の約３週間

前に受診日時、会場をご案内し、受診票等を送付します。

《これから受診を希望する皆さんへ》

申込みをしていない人で、受診を希望する場合は、お早め

に地域医療・健康課までご連絡ください。

市は、７月１２日、あさご・ささゆりホールで、朝来市市制施

行１０周年記念事業「健康フォーラム２０１５inあさご」を開催

しました。

このフォーラムは、「生き方上手で健康長寿」をテーマに、

市民の皆さんの心身の健康増進と、いつまでも健康で長

生きできる地域づくりを目的として開いたものです。

当日は、大阪大学大学院人間科学研究科准教授の権藤
ご ん ど う

恭之さんによる基調講演のほか、朝来市内で実際に市民の
や す ゆ き

健康づくりに関わっている４人の皆さんが講演を行いました。

そのうち、「健康のはじまりは朝ごはんから」をテーマにした、

兵庫大学栄養マネジメント学科非常勤講師 宮田さと子さん
み や た

による講演では、朝食が健康に重要な役割を果たしている

ことなどが紹介されました。また、歯科医師の田中匠さんが
た な か たくみ

「お口と健康寿命について」、内科医師の馬庭幸二さんが
ま に わ こ う じ

「元気で長生きするために」、但馬長寿の郷理学療法士の

小森昌彦さんが「健康長寿の秘訣～但馬の百寿者調査か
こ も り ま さ ひ こ

ら～」のテーマで、健康につ

いての講演を行いました。

講演に続き、講師の皆さ

ん５人によるパネルディス

カッションも行われ、それぞ

れの立場から意見が交わさ

れました。
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昭和５年４月２日～６年４月１日８５歳昭和２５年４月２日～２６年４月１日６５歳

大正１４年４月２日～１５年４月１日９０歳昭和２０年４月２日～２１年４月１日７０歳

大正９年４月２日～１０年４月１日９５歳昭和１５年４月２日～１６年４月１日７５歳

大正４年４月２日～５年４月１日１００歳昭和１０年４月２日～１１年４月１日８０歳

受け忘れていませんか？定期の予防接種

健康フォーラム２０１５inあさご

～健康あさご２１～ 年１回は健診を受けて健康管理に努めましょう

平成２７年度朝来市総合健診を実施しています

【日程と会場】

会 場日 程

生野マインホール９月２日（水）・３日（木）

朝来体育館９月８日（火）・９日（水）・１０日（木）

【予防接種の種類】

インフルエンザ菌ｂ型（Hib）、小児用肺炎球菌、ジフテリ

ア・百日せき・破傷風・不活化ポリオ（４種混合、不活化

ポリオ、２種混合）、BCG、麻しん風しん混合、日本脳炎、

水痘、ヒトパピローマウイルス（HPV）※１

※１…現在、積極的な接種勧奨を差し控えています。

【健診（検診）の結果を、いかしましょう】

健診（検診）は受診して終わりではありません。結果か

ら見えてくる身体の変化に着目し、自身の健康管理にい

かすことが大切です。

各種健診（検診）の結果は、受診後１か月ほどで送付

します。結果を確認していただき、精密検査が必要との判

断であれば、「症状がない」「精密検査が怖い」と放ってお

かずに、早めに精密検査を受けてください。

生活習慣病やがんは、病気の初期には症状がないこと

が一般的です。健診(検診)で自分の健康状態を把握し、

身体の変化に応じた生活習慣の改善や精密検査の受診

など、自分の健康を守るために行動しましょう。

精密検査の受診について、ご不明な点は、地域医療・

健康課までご相談ください。
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県立和田山特別支援学校（竹田）の高等部生徒が、７月７日、関西テレビ放送

の出前授業を受講しました。これは、働くことの意義や自分の役割を果たすこと

の大切さを学ぶキャリア教育の一環として行ったものです。

ニュース番組の製作スタッフやアナウンサーから、事実を分かりやすく伝える

ために努力していることや、工夫していることを教えていただきました。夕方の

ニュース番組制作チームは、現地での取材や情報の整理、映像の編集や原稿の

チェックとさまざまな部署に分かれていて、４０人もの力を結集して出来上がった

ものだと聞いた時には驚きの声が上がりました。

また、毛利八郎アナウンサーによる野球中継講座では、臨場感を伝えるための
も う り は ち ろ う

コツを伝授していただきました。

この後も、７月１４日にはキッコーマンしょう油塾、１５日にはいずみ会のみなさ

んによる料理教室も開催するなど、和特のアツい夏は続きます。

７月３日から５日まで、東河地区協議会主催の「ウル東河わくわくツアー」を開

催しました。

２年に１度の事業として、これまで日帰りバス旅行などを実施してきましたが、５

回目となる今回は、長崎県壱岐市と朝来市が「友好都市提携」を結び、また、朝来市
い き

が市制施行１０周年を迎えたことを記念して、東河地域で交流を続けている長崎県

壱岐市を訪問しました。

７月３日の夜、老若男女４５人の皆さんの参加を得て、「遥かなり壱岐」を目ざし
はる

てバスで出発。長旅の末、４日の昼ごろ壱岐島に到着しました。現地では、壱岐市の

副市長をはじめ多くの住民の皆さんから熱烈な歓迎を受け、改めて両市の絆の深

さを実感しました。同日の午後には、島内に残る、東河地区出身で壱岐島に配流と
は い る

なった小山弥兵衛の旧跡を訪問。弥兵衛の遺徳を受け継ぐ壱岐の皆さんの歓待を
こ や ま や へ え

受け、感激もひとしおでした。

その後も、壱岐の素晴らしい名所などの見学も行い、５日には帰路につきました

が、改めて壱岐の人情・歴史・文化・産業に触れた思い出深い旅となりました。

暫 暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫

旅を通じて壱岐市の皆さんと交流 東河地区協議会

カンテレ出前授業について 和田山特別支援学校

ＡｓａｇｏＬａｂｏ（あさごラボ）は、市民のみなさんの「地域を元気

にする仕事をしたい！」そんな一人ひとりの社会起業や地域貢献

活動などの夢や思いを実現するために、プランづくりを応援する

学びの場です。市民のみなさんが描く、地域の未来の扉を開く

プランの立案・実践をサポートします。

★募集人員 １０組まで（個人またはグループ）グループの場

合は１グループ２人（高校生は３人まで）とし、応募多数の

場合は選考。

★受講費用 年間１万円／組（学生は無料）

★募集期間 ８月２８日（金）～９月１１日（金）

★応募方法 応募用紙（市ホームページに掲載）に必要事項

を記入し総合政策課まで（メール可）

★内容

トータルコーディネーター尾野
お の

寛明さん（ＮＰＯ法人おっちラボ）
ひ ろ あ き

プレセミナー「無理しない地域づくり」

８月２７日（木）午後７時３０分～（山東公民館）

あさご・まちづくりカフェ（第3回）と共同開催

プラン設定・発表等

９月２６日（土）、１０月２４日（土）、１１月１５日（日）、

１２月１９日（土）、１月２３日（土）、２月１３日（土）

それぞれ午後１時３０分～（会場未定・朝来市内）

※各回とも受講生以外に一般聴講者を募集受付します。（定員制、一般聴講５００円）

★申込み・問い合わせ先

総合政策課☎６７２－６１１０sougou@city.asago.hyogo.jp

AsagoLabo（あさごラボ）受講生募集
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№６９ 原野商法の二次被害に注意！暮らしの情報コーナー

■不審に思ったとき、困ったときには…消費生活相談 たじま消費者ホットライン ☎０７９６－２３－１９９９

市消費生活相談窓口（市民課内） ☎６７２－６１２１ 県立但馬消費生活センター ☎０７９６－２３－０９９９

過去に資産価値のない原野を購入させられた「原野商法」の被害者に、土地の売買仲介や売却のための測量、

広告代行などを持ちかけ費用を支払わせる二次被害の事例です。今回は、契約書面に電話勧誘のクーリングオ

フについて記載がなかったので書面不備でクーリングオフを申し出たところ、解約となり全額返金されました。原

野商法の被害者は、トラブルのもとになっている土地を手放したい一心で、売却の見込みがない土地の売買仲介

や測量の依頼をしてしまうなど、二次被害のターゲットになるケースが後を絶ちません。業者の言葉をうのみにし

てさらなる被害に遭わないよう注意してください。

※子ども＝１５歳以下 高齢者＝６５歳以上
※累計は平成２７年の合計

犯罪発生状況（朝来警察署）

件数手口件数手口

１空 き 巣

侵
入
盗

０路 上 強 盗

街
頭
犯
罪

１２忍 び 込 み０強制わいせつ

０金 庫 破 り０ひ っ た く り

１事 務 所 あ ら し１４車 上 ね ら い

０出 店 あ ら し０自動販売機ねらい

８詐 欺

そ
の
他

１部 品 ね ら い

３傷 害２１器 物 損 壊

２暴 行０自 動 車 盗

１０万 引 き０オートバイ盗

（６月末累計）６自 転 車 盗

火災・救急の状況
（朝来消防署）

件数区分

０建物

火
災

０林野

０車両

０その他

０合計

８累計

１１交通事故

救
急

１８一般負傷

５９急病

１３その他

１０１合計

７５４累計

（６月中）

交通事故の状況
（朝来警察署）

累計件数区分

４８５人身事故

００子ども

死
者

００高齢者

００その他

００合計

３０子ども

傷
者

１４２高齢者

５１７その他

６８９合計

５６５７５物損事故

（６月中）

朝来市を紹介するために、YouTubeで「パ・ピ・プ・ペ・ポリーヌ」という

チャンネルを開設し、私が制作した動画を配信していますが、その取材

ということでさまざまな体験をする機会があります。７月には、山東町に

ある「竹泉」という酒蔵を見学させていただくことができました。日本の

酒蔵を実際に見るのは初めてだったので、とてもわくわくしました。

当日は、どうやって日本酒などを作るのかという説明を、たくさん聞け、

とても勉強になりました。また、梅酒を仕込む作業の一部を体験するこ

とができました。梅酒を作るためには、まず、それぞれの梅のヘタを取

らないといけません。細かくてとても時間がかかる作業ですが、取らな

いと梅酒が苦くなるので、大切な仕事です。作業中、梅からとてもいい香

りがしたので、食べないように我慢するのが大変でした。梅をきれいに

洗ってから、１kgに量りわけてガ

ラスの容器に入れます。続けて砂

糖とお酒も順番に入れていきます。

梅酒は甘くて飲みやすいので、

女性に人気があり、私もすごく好き

です。だから、梅酒作りが体験でき、

うれしい限りでした。この日に作っ

た梅酒は５年後に出来上がります

が、いまから待ち遠しいです。

（秘書広報課国際交流員 ヴァンデンドリッシュ―・ポリーヌ）

vol.23梅酒作り体験！

１０年以上前に別荘地として購入した山林を売却しないかと、知らない業者から電話で勧められた。売買
の仲介をしてくれると思い、手数料１０万円を支払った。契約書をよく見ると土地を５,０００円で同じ業者に
売り渡すことになっていた。解約して返金してほしい。 （７０歳代、男性）

つ

「ふるさと寄附金の記念品」をリニューアルしました
朝来市のふるさと寄附金のお礼の記念品数（朝

来市の特産品）を１５９品と大幅に増加しました。ま

た、朝来市と交流のある自治体の特産品「計５

品」も選べます。朝来市外にお住まいのご家族や

友人・知人の皆さんへもぜひお勧めください。

http://www.city.asago.hyogo.jp/0000004747.html

◆問い合わせ先 秘書広報課 ☎（６７２）６１１３

▼

今

月

号
で

紹
介
し
ま
し
た

生

野
の「
思
い

出
の
記
録
博
物

館
（
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
」で
す
が
、

取
材
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
楽

し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。▼
館
長
の
後
藤

さ
ん
は
、集
め
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

展
示
す
る
施
設
を
開
く
の
が
念

願
だ
っ
た
そ
う
で
、そ
の
言
葉
に

た
が
わ
ず
素
晴
ら
し
い
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
生
野
の
ま
ち
に
は
、歴
史
あ

る
景
観
と
多
く
の
観
光
施
設
な

ど
が
あ
り
ま
す
。皆
さ
ん
も
、ま

ち
歩
き
が
て
ら
足
を
運
ば
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

集

記後

編
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